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序

平成16年度から津田湾沿岸の古墳群を明らかにするために発掘調査を実施 しております。今年度

は調査を円滑に進めるため第 1回『津田湾古墳群調査検討委員会』が開催され、今後の調査計画を

中心に討議が行われました。

今年度は、昨年度から調査を継続 しております一つ山古墳に加え、赤山古墳 も調査 しました。一

つ山古墳は墳丘の斜面から葺石が 2段に確認され、墳丘の大きさが判明しました。 また、多 くの壺

形埴輪片が出土 しました。赤山古墳は墳丘測量と石棺の実測を実施 し、古墳の現状や石棺の特徴が

判明しました。

蓑神塚古墳は、旧寒川町の頃から復元について検討されてきました。古墳の内容を明 らかにする

ために平成14年 に横穴式石室の中を調査 し、今年度は墳丘の大きさを明 らかにするために トレンチ

調査を実施 し、おおよその大きさが判明しました。今後の整備に活か して行きたいと思います。

最後になりましたが、調査にあたりましてご理解とご協力をいただきました地元の皆様ならびに

関係各位、また、調査にご指導 とご援助をいただきました方々に厚 くお礼を申しあげます。

平成19年 3月

さぬき市教育委員会

教育長  豊田 賢明



例  言

1.本書は,さ ぬき市教育委員会が平成18年度国庫補助事業として実施 した発掘調査並びに測量調査の

報告書である。

2。 今回の発掘調査はさぬき市津田町鶴羽1548に所在する一つ山古墳とさぬき市寒川町石田甲1749-1

他に所在する蓑神塚古墳で測量調査はさぬき市津田町鶴羽395-1・ 5他に所在する赤山古墳である。

3。 調査の実施はさぬき市教育委員会が調査主体となり事務を,現場実務は大川広域行政組合埋蔵文化

財係が実施した。

4.本書の編集作成は大川広域行政組合埋蔵文化財係松田朝由が行なった。また、遺物整理を武井美和、

遺物実測・ トレースを多田歩が行った。

6.報告で用いる北は国土座標第Ⅳ系の北である。縮尺は掲載図面内に掲載している。

7.遺物観察表及び土層の色調は,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・ 財団法人日本色彩研究所

色票監修『新版標準土色帖1998年度版』を使用している。

8。 報告書で使用した写真の一部は写真目次及び図版目次に記した方々及び機関より借用・購入 したも

のである。

9。 本事業及び本書の作成にあたっては,地権者をはじめ次の方々より多大なご指導 。ご援助を得た。

記して謝意を表します。(敬称略・五十音1頂)

香川県教育委員会文化行政課、さぬき市シルバー人材センター、瀬戸内海歴史民俗資料館、遠藤亮、大

久保徹也、大野宏和、片桐孝浩、鎌田敬子、菊田ナミエ、清野孝之、蔵本晋司、佐藤貞子、多田伸吾、

信里芳紀、冨士川仁、溝渕正則、六車恵一、六車ふみ子、森下友子、山下平重,米田武子、渡部明夫
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図版19-1 石積上層石列 (東から)

図版19-2 石積上層石列 (南から)

図版19-3 砂糖竃寵部 (東から)

図版19-4 砂糖竃全景 (東から)





一つ山古墳

第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

平成16年度から国庫補助事業として津田湾古墳群

の内容確認を実施 しており、平成16年度から17年度

の 2カ 年で鵜の部山古墳の確認調査を行なってきた。

一つ山古墳はこれまでに十分な評価はなされずにい

たが、平成16年度の台風によって墳丘北側が崩落し、

崖面に葺石が露出し、崩落土から壷形埴輪片が採集

された。墳丘の崩落面は墳頂部の埋葬施設に追る状

態となり、津田湾古墳群の検討古墳の一つとして学

術的評価を行 うこととなった。平成17年度は墳丘測

量調査を実施 し、古墳の現状を把握するとともに崩

落地周辺に トレンチを設定 して古墳の内容確認を行

なった。調査前は岩崎山 4号墳、やけば山古墳のよ

うな前方後円墳に対する小古墳という位置づけでい

たが、径20mを越す規模であることが判明し、墳頂

部に参1抜式石棺の蓋が確認されるに到って大きく一

つ山古墳の重要性が高まることとなった。平成18年

度は昨年度の調査を受けて古墳の墳丘規模、外表施

設の様子、築造年代を明らかにすることを目的に ト

レンチ確認調査が計画された。平成18年度の調査体

制は以下のとおりである。

一つ山古墳

(調査体制)

さぬき市教育委員会生涯学習課

課  長  六車  均

課長補佐  佐伯 宗澄

係  長  山本 一伸

主  事  鶴身 昌大

大川広域行政組合埋蔵文化財係

主  査  阿河 鋭二

主  事  松田 朝由

技 術 員  多田  歩

技 術 員  武井 美和

第 2節 調査の経過

平成18年 12月 26日、津田湾の古墳群の調査を円滑

に進めるため第 1回『津田湾古墳群調査検討委員会』

が開催され、一つ山古墳の調査方法について検討さ

れた。調査は平成19年 1月 15日 から2月 16日 までの

実働24日実施 した。 2月 2日 に トレンチ 4の葺石を

検出、 2月 13日 に トレンチ 6の葺石を検出した。 2

月 7日 には文化庁調査官の清野孝之氏が現地指導に

訪れた。

遺跡位置図
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一つ山古墳

第 2章 一つ山古墳に関する過去

の記録

一つ山古墳は津田湾古墳群の中ではこれまでほと

んど注目されてこなかった。最初の記載は大正11年

(1922)香川新報に掲載された大内阻谷氏の『津田

と鶴羽の遺蹟及遺物』の連載である。16回 目に以下

のような言己述がある。

1月 30日・ 16回 目

『戴所から東方に見える小山が一箇山と称す。東

北は断崖絶壁見るからに物凄 く、下は海波涛々と打

寄せて居る。峰は大小二つに別かる。其東方の高き

峰にも塚穴があって今から廿年以前に仏法の廿四拝

堂を立てんとして発掘 したら石棺内に朱づめにした

人骨があり傍 らに五寸ばかりの鏡や太刀などがあっ

たが皆津田の分署へ引揚げられて仕舞ったと云う。

私は麓の里で此話を聞いて登山したら何事ぞ。頂上

には一物 も無 く綺麗きっぱり取除けられて土器類の

破片すらなく、只奇体な面構えした佛像の彫刻され

た石碑一つ建てられてあるばかり。骨折損の疲労れ

貰けで実に腹立たしい程であった。』

この記録からは明治年間に二十四輩さんを設置 し

た時に石棺から鏡、太刀が出土 したこと。大正11年

段階で地表面に埴輪類は採集できなかったことが分

かる。今回、麓で聞き取 り調査を行なったところ、

昔は砂利を使用 した石が傾斜面に 2段見 られたとい

うことであった。

1926年の長町興彦氏の『津田町史』には一つ山古

墳の記載は見 られず、続 く記載は昭和34年 (1959)

の『津田町史』である。以下の記載がある。

『鵜部山東方一つ山の山上にあり、明治年間発掘

して、其後棺材まで搬出され何物もとどめていない。』

簡単な紹介であるが、棺材が運び出されたことが

指摘されている。津田町史の記述内容はその後の改

訂 (1969)、 再訂 (1986)も 同文である。

昭和40年 (1965)、 六車恵一氏 は「讃岐津田湾を

めぐる四、五世紀 ごろの謎」において以下の紹介を

している。

『海岸にそそり立つ小山の頂上に直径20mに 近 く高

さ3m位の円墳がある。裾の部分に海岸の砂利を葺

石としておいている。明治時代に発掘され箱式棺内

に朱詰めの人骨とその傍に五寸ばかりの鏡や直刀が

あったといわれる。』

葺石に海岸の砂利を使用 している点は発掘調査に

よって確認されている。

以上のように一つ山古墳は津田湾古墳群の中でほ

とんど注目されてこなかったが、石棺の中から鏡、

太刀が出土 したという記載や、石棺材が持ち運ばれ

たとする記載は今1抜式石棺の存在 も伺わせる内容で

ある。

平成17年度の国庫補助事業における一つ山古墳の

内容確認調査では墳頂部から杏1抜式石棺の蓋を確認

し古墳の重要性が飛躍的に高まった。

第 3章 墳丘測量調査の成果

平成16年 の台風によって墳丘北東部は大きく崩落

した。平成17年度の調査では墳丘の現状を把握する

ため墳丘測量調査を実施 した。墳丘測量調査は平成

17年 11月 8日 から17日 までの 8日 間で縮尺1/50、

20cmコ ンターで実施 した。

まず、現状は平成16年 の台風により、墳丘真北か

ら東にかけて大 きく崩落 しており、真北では標高

30.6m地点まで崩落が認められる。一方、墳丘東側

でも標高29m付近で大きな崩落が見 られるが、この

崩落は平成16年 より以前のものである。

墳頂部の最高地点は石仏の位置する付近で標高約

32mを測る。墳頂部から標高31m地点までは急傾斜

で、以下は若干ゆるく傾斜する。

地表面で観察できる墳丘の傾斜変換点及びテラス

は、墳丘南西部の標高29m地点で幅約1.5mの 比較

的広いテラスが認められる。このテラス上には葺石

が所々に露出している。ただ、テラスは墳丘全体に

は周 らず、墳丘西から北にかけては緩やかな傾斜に

なっている。一方、墳丘南にかけてはテラス幅が広

くなり墳頂部に至る南側の石段付近では非常に緩や

かな傾斜になっている。石段付近にも葺石の露出が

比較的多 く確認できる。次にさらに下位では標高28

m付近においてテラスが確認できる。 この地点のテ

ラスは幅が狭いものの上位のテラスに比べて広 く墳

丘を取巻いて確認できる。墳丘南西部は墳頂部に至

る山道によって南にかけて攪乱が顕者に認められ、

露出する葺石 も多い。墳丘西側はかろうじてテラス

と確認できる状況で墳丘北側に向ってテラスの下位

は崩落によって急傾斜になっている。墳丘北側は北

西に続 く尾根上から少 し西に下った傾斜面であるが、

標高28m付近で傾斜変換 し緩やかである。以上の地

表面観察からは標高28m付近と標高29m地点で局所
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的にテラスを確認でき、標高31m付近で傾斜変化し、

そこから墳頂部にかけては急傾斜する。

墳丘南部の石段の西側は傾斜が緩やかである。 こ

の箇所では攪乱による地形の乱れが顕著で、幅広い

テラス状をなす箇所 もある。この地点は墳頂部に至

る登 り口であり、そのため土砂の堆積によって地形

が緩やかになっている可能性があるが、一方で、こ

の地点に張 り出し状の突出部が位置する可能性 も考

えられる。この問題については今後の調査課題であ

る。なお、墳頂部の石仏付近を中心として同心円を

描 くと、墳頂部から標高29m付近までは比較的現状

のコンターラインも同心円に近いが、標高28mラ イ

ン付近では墳丘南西部において同心円よりもコンター

ラインが外側に広がっており、流上の堆積が推測さ

れる。

墳丘表面には葺石は散見されるが、埴輪等は全 く

採集することができない。周辺の人々の話ではごく

近年まで小礫が墳丘斜面の上下三段に見 られたとい

う。特に墳丘南東部で残 りが良好であったという話

を伺っている。現状では葺石 もほとんどが土中で局

所的に散見されるのみである。

台風で崩落 した墳丘北から東にかけては現在崖に

なり、岩盤が露出した状態にある。墳丘北側の南北

に崩落 している崖面では標高29～ 30mに かけて葺石

と考えられる拳大の礫が認められる。他の崖面では

盛土 らしい堆積はなく、全体に岩盤が崖状となって

露出している状態である。なお、墳丘東側の崖面で

は葺石 らしき石材は確認 していない。

平成17年度の調査前において台風の崩落上の中か

ら壺形埴輪の口縁部が 1点採集されている。

第 4章  トレンチの設定

平成18年度確認調査は墳形、墳丘範囲、葺石など

外表施設の特徴、盛上の状況などの把握を主たる目

的とした。墳丘東側に トレンチ 4、 南東側に トレン

チ 5を設定 した。調査の経過において トレンチ 5で

十分なデータを取得できなかったため、補足として

墳丘南西側に トレンチ 6を設定 した。各 トレンチは

幅 lmで ぁる。また、今回墳丘の検討を行なうに際

して昨年度の墳丘北側に設定 した トレンチ 1の情報

が不可欠な為、今回 トレンチ 1の概要についても同

時に報告する。

トレンチ1 響
ゝ
Ｌ
一
′
キ

トレンチ3

トレンチ6

0       5m

―

第 3図

第 5

トレンチ配置図 (1/400)

章 調査の成果

各 トレンチの調査結果を以下で示すが、今回出土

した壷形埴輪の具体的な出土状況と観察結果は接合

作業、埴輪実測等の終了 した時点で改めて報告 した

い。今回は遺構の状況と概略的な壷形埴輪の出土状

況に記述をとどめる。

第 1節 各 トレンチの状況

(1)ト レンチ 1

墳頂部から6m北の墳丘傾斜面を起点として北方

向に11.5mに 設定 した。 トレンチ内では2段に葺石

を検出した。

トレンチ南端から約06m地点 (以下では トレン

チ南端からの水平距離を～m地点と呼称する)の標

高約30.15mか ら上位で盛土が認められる。

2.4m地点から3.5m地点間において上段の葺石が

認められる。葺石は多 くが転落 してきたもので、壷

形埴輪片が混ざって堆積 している。上段葺石の下端

付近は 1～ 2 cmの小礫が集中するが、この箇所は地

形がゆるくテラスをなす。西半分を掘 り下げたとこ

ろ、テラス上に小礫は続き、墳頂部側に向って地山

が傾斜変換する壁面に葺石の基底石と想定される30

cm以上の大型の礫が確認でき。礫の下面 は標高約

29.45mでぁる。小礫は基底石の下面まで入 り込ん

-4-
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一つ山古墳

でいる。基底石の周辺には拳大の礫が散乱 している

が、原位置を保つものはほとんど見 られない。基底

石前面のテラスは小礫が顕著なことから、礫敷のテ

ラスが考えられ、テラスの標高は墳端側で約29.3m、

墳頂部側で29.45mを 測 り、ゆるやかなが ら墳頂部

に向かって傾斜 している。

上段葺石の下位 は3.5m地点か ら5,7m地点まで地

山の傾斜が見 られ、5,7m地点か ら7.5m地点で下段

葺石を確認できる。

下段葺石は検出時において上位に小礫が顕者に見

られたが、これは上段葺石のテラスに敷かれた礫敷

が転落 してきたものと考えられる。小礫の集中地点

から下位は拳大の礫が顕著に認められる。西半分を

掘 り下げた所、葺石の散乱する下半分で地山のテラ

スが確認された。 このテラスは墳頂部に向かって幅

1,7m間をゆるやかに傾斜 し、上位 は傾斜変換 して

35° で急傾斜となる。この傾斜面に葺石は葺かれて

いたと想定されるが、原位置を保つ石材は確認でき

なかった。傾斜変換点の標高は約28.lmを測 る。 テ

ラスには上段葺石で見 られたような小礫の礫敷きは

認められない。テラス上面には壷形埴輪片が散乱 し

ていたが、原位置を保つものは見 られない。

下段葺石から北は地山がゆるやかに傾斜 しながら

下っていきトレンチ北端に至る。 トレンチ北端の地

山上の標高は約26,9mで ぁる。

(2)ト レンチ 4

墳頂部から約 3m北西の墳頂部の端を起点として

長さ13mで設定 した。上下三段に葺石を確認 し、墳

丘裾部には地山の傾斜変換点を確認 した。 トレンチ

内は全体的に攪乱が多いが、盛土、上段葺石は良好

に確認できた。

トレンチ東端から3.7m(以下では トレンチ東端

からの水平距離を～m地点と記述する)は表土から

10～ 15cm下で盛土が確認できた。表土内には葺石が

散見されたが埴輪類の出土は皆無であった。

① 盛土の様子

盛土は3.7m地点か ら東に見 られ、堅 くしまった

灰色上が厚さ10cmで 20° で傾斜する地山の傾斜に沿っ

て見 られる。盛上の下場は3.7m地点で標高30.25m

を測るが場所によって多少の上下がある。灰色上の

上には3.3m地点から東に幅50cm、 厚 さ10cmで 明黄

褐色上が見 られる (標高約30.45mの 上位)。 盛土範

囲は狭 く、平面で帯状に認められる。明黄褐色上の

上には比較的柔 らかいオリーブ灰色土が明黄色褐色

土と同じように帯状に見 られる。オリーブ灰色上の

上は2.4m地点から東で小礫を含み非常に硬 くしまっ

た灰黄褐色上が厚 く堆積 している。色調、小礫の混

ざり具合で 3層に分層 しているが、 トレンチ東端に

かけて一連の盛土と理解する。断ち割 り範囲では 2

m地点からlm地点にかけて地山直上の灰色上の盛

上の上に20～50cm認 められ、墳頂部に向って厚くなっ

ている。

② 3.7m地点から4.8mの様子

3.7m地点から4.8m地点は表土下に灰黄褐色上が

堆積 し、その下位は地山が見 られる。地表からの深

さは約20cmで ある。この地点で葺石、埴輪の出土は

皆無であった。

③ 上段葺石の検出状況

5m地点から6m地点は葺石、壷形埴輪片が顕者

に認められた。表土を除去すると灰黄色土に混ざる

状態で多量の石材を確認 した。検出時の様子は 5～

56m地点で幅 2～ 5 cmの 小礫が顕著に堆積 してお

り、その上位に拳大から人頭大の石材が散在 してい

た。小礫や上位の石材には壺形埴輪片が混在 してい

る。壷形埴輪片は上段葺石の最上部から認められ、

さらに上位で壷形埴輪が樹立されていたことが指摘

できる。5.6m地点か ら6m地点 は小礫が少な くな

り拳大から人頭大の礫が主に見 られた。 6.1～ 6.2m

地点では上位で観察された小礫よりもさらに小さい

1～ 2 cm程度の小礫が比較的しまった土に混ざって

確認できる。検出面ではこの小礫中に壺形埴輪片は

見 られなかった。葺石検出状況からは相当量が上位

から転落 してきたもので、地山の傾斜に沿って石材

は堆積 している。

④ 上段葺石の転落石の取 り外 し

調査では原位置の葺石を把握するため転落 してき

た石材をはずす作業を行なった。まず、上位の拳大

の礫や 2～ 5 cmの小礫には壷形埴輪片が混ざってい

るため、上位の礫からはず していった。 2～ 5 cmの

小礫をはずすと5m地点か ら5.5m地点にかけて原

位置を保った葺石が検出された。次に5.6m～ 6m
地点の拳大から人頭大の葺石材も多 くが下位に壼形

埴輪片を含むことから、一石ずつ確認をしながら取

り外 した所、葺石の裾 (5.5m地点)か ら6.3m地点

にかけて 1～ 2 cm程度の小礫が比較的しまった上に

混ざって密に検出された。この地点は地山の傾斜が

ゆるくテラス状をなす。

⑤ 上段葺石のテラスの様子

このテラスの小礫の性格を明らかにするために断

ち割 りを入れた。小礫は表面に顕著であるが、地山

との境は比較的少なく、地山直上は 2～ 3 cmの厚さ
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でにぶい黄褐色土が目立つ。地山はわずかに傾斜す

るものの、墳丘傾斜全体からはテラスを意図してい

ることが伺える。テラスの西側の端部は6.6m地点

で、東側は上段葺石の基底石の地点の5.5m地 点で、

テラス幅は1.lmである。地山の傾斜 は6.6m地点か

ら6m地点までの60cm間 は緩やかに10° で傾斜 し、

6m地点から5.5m地 点の50cm間 はほぼ水平 になっ

ている。地山上の小礫としまったにぶい黄褐色土は

ほぼ均等の厚さで地山上に堆積 しているが、テラス

東端は崩落のため小礫は認められない。下段葺石の

上部には壺形埴輪片と堆積上に混ざって同様の小礫

が顕者に確認できることから、ここからの転落と推

察される。

この小礫と葺石基底石の設置の前後関係は、基底

石の下半部まで小礫が覆いかぶさっており、特に ト

レンチ南端の基底石はこの小礫によって完全にパッ

クされた状態であることから、基底石が先行するよ

うに思われる。断ち割 りは基底石 2石がかかるよう

入れた。 トレンチ東端の基底石は墳丘に差 し込むよ

うに斜めになっており、小礫は基底石の下面まで入

り込んでいた。一方、 トレンチ東端から2石 目の基

底石は地山直上に置かれており、小礫は下位に入り

込んでいない。よって、基底石を設置 した後に小礫

を敷いたことが推察され、この小礫はテラスの靭敷

きと考えられる。なお、断ち割 りにおいて小礫中か

ら壺形埴輪の小片が数点出土 している。

⑥ 上段葺石の様子

現状で葺石は約 5段確認できる。最下位に20～ 30

cmの 比較的大型の基底石が見 られる。基底石の下場

は標高29.4～ 29.45mで 、地山にもたれかけさせ、

上面は地山側に傾斜 している。 トレンチ南端の基底

石は一見小さいが、南側が トレンチ内に入 り込んで

いるため大型礫になる可能性 もある。基底石から上

位は拳大の石材を斜めにはめ込んでおり、礫の隙間

には 2～ 4 cmの 小礫を充填 している箇所 もある。葺

石の傾斜角度は35° である。

トレンチ南端の葺石上部には葺石が 1石抜け落ち

ている箇所があり、この部分から葺石の内部を確認

すると、葺石は地山の傾斜面に一石ずつ一重に設置

し、局所的ににぶい黄褐色の置上が認められる。置

土には小礫が若干認められる。上段葺石の最上部に

も小礫の堆積が認められたが、流土と混ざった状態

で、置土とは明瞭に分層できた。

石材は花葡岩、雲母片岩からなる。花向岩は角の

取れた礫とともに古墳の立地する岩盤 も使用されて

おり、上段葺石の北東付近にはこの岩盤の使用が目

一つ山古墳

立 つ 。

① 上下段葺石間の様子

上段葺石のテラスの西端である6.6m地点か ら8.5

m地点までの約 2m間は表上下に灰黄色土、その下

位に地山が確認できる。地山上の堆積は厚さ約20cm

である。地山は下段葺石上部付近で岩盤が露出して

いる。 この地点でも多 くの壷形埴輪片が見 られる。

葺石は原位置を保つものはなく、転落石 もごく少数

であった。

③ 下段葺石地点の検出状況

8m地点では地表面から30omで岩盤を確認 した。

ここから9m地点間は流土と混ざって小礫と壼形埴

輪片が顕者に確認され、 9m地点から10m地点は拳

大の礫 (中 には20～ 30cmの大型礫 も見 られる)が壺

形埴輪と混ざって検出された。1lm地点に地山の傾

斜変換が見 られ、以西は傾斜変化をしながら急傾斜

する。

③ 下段葺石の様子

8～ 9m地点の小礫、壷形埴輪片をはずすと岩盤

を検出し、8.4m地点か ら傾斜変換 し急傾斜になっ

ている。そ して、8.8m地点、標高約28.lmで 葺石

の基底石と考えられる20～ 30cIBの大型礫が 2石並列

しているのを確認 した。 この 2石の西側は地山が平

坦になっていることから、石材のある箇所がテラス

からの傾斜変換点である。 この 2石から西 も中 。大

型礫は見 られたが、礫の下方に壷形埴輪片があり、

埴輪片の上位の礫を取 り上げていくと、 2石の大型

礫の前面は地山のテラスとなった。一部埴輪片が下

に見 られず取 り上げることのできなかった礫 もあっ

たが、地山と礫の間には埴輪片を含む埋土と同様の

土が堆積 していたため、下段葺石のテラスに敷石等

はなかったと考えられる。 2石の大型礫の上には 1

～ 2石の平たい石が積まれているが、原位置を保っ

ているか判断は困難である。葺石の基底石は 2石 と

もに地山直上に設置されている。 2石の大型礫の南

側は葺石崩落のためか、大型礫は認められない。ま

た。原位置を保 っていると断定できる石材 もない。

検出した礫は各々拳大の平 らな石で、斜めに積んだ

ように見える石材や圧力のためかやや外側に飛び出

した石 も認められる。なお、この平 らな石は全て雲

母片岩である。

下段葺石のテラスは15° で緩やかに傾斜 し、基底

石からの水平距離約17mの 1l m地点付近に傾斜変

換点がある。

⑩ 下段葺石から下位

1lm地点の傾斜変換点から西は急傾斜となる。特
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に11.2m地 点から12m地点間は35° の急傾斜で、そ

こから西は若干緩やかとなり12.5m地点で平坦 とな

る。この平坦地の標高は約26.7mで ぁる。 この傾斜

面は岩盤の露出した箇所が多 く岩盤の塊石が点在 し

ている。

この地点で遺物は10.8m地点で比較的大 きな壺形

埴輪片が表土直下で 1点出上 したのみである。

(3)ト レンチ 5

墳頂部から約1.2m南の墳頂部端を起点 として長

さ12mで設定 した。 トレンチ】ヒ西隅は昨年度調査の

トレンチ 2と 一部重なる。地表面から20cm以内で地

山を検出し、壺形埴輪片、葺石はほとんど確認でき

なかった。以下では トレンチ西端からの水平距離を

～m地点と記述する。

① 盛上の様子

2.35m地点から西で盛土を確認 した。 2.35m地 点

の地山上面、標高約308m上 は灰色土が見 られ トレ

ンチ 4の状況と一致する。ただし、 トレンチ 4は標

高約30.25mか ら認められたのに対 して、 トレンチ

5は標高約30.8mで約50cm高 い。灰色土か ら20cm上

位 (標高約30.45m)の 2.14m地点から明黄褐色土が

見 られ、これもトレンチ 4と 一致する。さらに約30

clll上位からは小礫を含み非常に硬 くしまった灰黄褐

色土が盛土されている。 この盛土はトレンチ西端ま

で見 られる。 この盛土範囲内では墳丘傾斜面の上方

で 1点壷形埴輪片が見 られたが、葺石などの石材は

全 く確認できなかった。

② 2.35m地点から7,7m地点の様子

地表面から約20cm下で地山の岩盤が見 られる。塊

石が散在するがすべて岩盤であり葺石とされるもの

はない。また、この区間に壷形埴輪は皆無である。

岩盤上面は凹凸が顕著でテラス面 も確認できない。

③ 77m地点から12m地点

7.7m地点 (標高約29m)で傾斜変換 し、8.8m地

点まで岩盤の地山面は急傾斜する。この地点の地表

面は緩やかな傾斜であるため、地表面から地山面ま

では約70cmの 堆積がある。堆積土に混ざって安山岩

の割石、小礫等が数点認められた。

9m地点か ら東 は標高約27.9mで 平坦地が約25
m続 き、以東は急傾斜で落ち込む。 トレンチの東側

は攪乱のためか急傾斜 しており、古墳築造時の様子

を伺うことはできない。なお、平坦地上の10.3m地

点から11.2m地点では小礫、安山岩の割石を複数確

認 した。安山岩の割石はトレンチ 1・ 4・ 6の墳丘

傾斜面では確認 しておらず、なぜ、この地点に集中

するのか注意を要する。ただし、これら石材は原位

置を保つものではなく、すべて堆積土上にある。壺

形埴輪は小片ではあるがこのテラス面で 2点出土 し

ている。

以上からトレンチ 5は後世の改変によって葺石、

壷形埴輪はほとんど失われていると考えられる。ま

た、地山の傾斜 も7.7m地点以東の状況か らは後世

に改変された状況が伺え、墳丘範囲、外表施設を把

握する十分な情報は得 られなかった。

(4)ト レンチ 6

トレンチ 5で十分な内容が得 られなかったため、

補足として設定 した。この トレンチは墳丘裾部を把

握することを目的としたため、 トレンチ 1、 トレン

チ 4で確認 した下段の葺石の想定される範囲で設定

した。ただ、調査の経過において上段葺石の情報 も

必要となり、上段葺石前面のテラスの小礫までを最

終的には検出した。 トレンチは墳頂部から南西 9m
を基点として、長さ7mで設定 した。以下ではトレ

ンチ東端からの水平距離を～m地点と記述する。

① 上段葺石の小礫

トレンチ東端から20cm地点までの間に小礫が集中

して認められる。小礫上面の標高は約29.44mで 傾

斜は緩やかである。小礫上面には長さ15cm程度の拳

大の礫 も散在 しており、葺石の転落石と考えられる。

おおよそ20m地点 (標高29.4m)に傾斜変換点があ

り、以西は地山の岩盤が傾斜する。

② 20cm地点から3.2m地点

20cm地点から32m地点は地表面で幅 lm程度の

テラスが墳丘西部から南部にかけて墳丘を取巻 くよ

うに認められた。表面観察ではこの地点に古墳のテ

ラスが位置する可能性を想定 していたが、地山は20
°

で傾斜 しており、テラスは後世の堆積であること

が判明した。従って1.lm～3.2m地 点 は堆積が厚 く

約30cmを測る。外表施設は壼形埴輪片、葺石が散在

しているが、原位置を保つものはない。刑ヽ礫 も比較

的多 く見 られるが、上段葺石のテラス面からの転落

と考えられる。

③ 葺石の様子

3.2～ 56m地点で葺石を検出した。葺石 は壺形埴

輪片と混ざった状態で検出し、表面に見える多 くは

転落 してきた葺石で拳大の大きさが多い。 トレンチ

4の下段葺石の上位で見 られたような小礫の集中は

見 られない。下位に壺形埴輪や堆積上の見 られる葺

石をはずしていくと、3.3m地点か ら3.8m地点の50

cm間で現位置を保った葺石を確認 した。葺石は基底
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石として20～ 30cmの大型礫を置き、上位に幅10cmの

拳大の礫を斜めに差 し込むように入れている。基底

石下面の標高は約28.lmで トレンチ 1の下段傾斜変

換点とトレンチ 4の基底石下面の標高と一致する。

石積は現状で基底石を含めて 3～ 4段に積まれてお

り、傾斜角度は60° である。興味深い特徴として基

底石は地山面に置かれているが、 2石の基底石の間

や下に拳大の礫を入れてあることで、基底石の傾斜

角度の調整や基底石間の石材の充填を意図 した可能

性がある。

基底石の前面はテラスが3.8m地 点か ら4.6m地点

までの80cm間見 られる。テラスは水平ではなく、約

15cm下 る緩やかな傾斜をなす。テラス面は地山で石

材の敷設は見 られなかった。また、局所的に岩盤が

見 られるなど置土等の造作は確認できなかった。

④ 4.6m地点からトレンチ西端の様子

4.6m地点から西は緩やかに傾斜 して下 るが、岩

盤の広がりが顕著である。 この地点で遺物 は4.6m

地点から5,6m地点で若干見 られるが量は少ない。

また、5.6m地点か らトレンチ西端にかけては皆無

である。葺石も同様で5.6m地点までは見 られるが

以西では確認できない。 トレンチ西端の 7m地点の

地山上面は標高約27.35mを 測る。

第 6章 まとめ

第 1節 墳丘の復元と規模

昨年度の トレンチ 1と 今年度の トレンチ 4～ 6か

ら現段階における復元を試みたい。

まず、墳頂部から墳端にかけて トレンチを設定 した

トレンチ 1・ 4で は上下三段に葺石が確認された。

上段はテラス面に礫敷が見 られ、 トレンチ 4では礫

敷のテラスの墳頂部側において良好な葺石を確認 し

た。 トレンチ 1で は葺石の残 りは良 くなかったが、

同じく礫敷きの墳頂部側に20～ 30cmの基底石と考え

られる石材があり、上位に葺石が葺かれていたもの

と推察される。一方、下段は トレンチ 1・ 4に おい

て地山のテラスを確認 し、 トレンチ 4で はテラスの

墳頂部側に20～ 30cmの基底石と考えられる礫を 2石

確認 した。 トレンチ 1で は葺石は残存 していなかっ

たが、テラスからの傾斜変換点は確認できた。下段

葺石の様子が不明瞭なため補足として トレンチ 6を

設定 したが、 トレンチ 6においても同様に地山のテ

ラスを確認 し、また、その墳頂部側には良好な形で

葺石を確認することができた。これらの葺石やテラ

一つ山古墳

スの傾斜変換点をたよりに古墳の中心点を導き出す

と現在の石仏の北東角付近に位置する。 この地点は

直下に奢1抜式石棺が想定される場所である。

この中心点から墳丘ラインを復元すると、上段葺

石では トレンチ 1・ 4の葺石基底石とその前面のテ

ラス端がほぼ対応 していた。一方、下段葺石はトレ

ンチ 1・ 4の基底石は対応するものの、良好な葺石

の確認された トレンチ 6の基底石は約70cm外側にず

れている。基底石の外側のテラス端は各 トレンチで

対応 していた。

次に墳端部について検討する。下段 トレンチの葺

石の基底石が墳端と想定 していたが、 トレンチ 4に

おいて下段葺石の基底石か ら水平距離3.5m西の標

局約26.7mで再びテラスとなる。よって、 この箇所

で墳端となる可能性 も想定され、 トレンチ 1、 トレ

ンチ 6で確認 したところ、墳丘中心点から同距離で

トレンチ 1が標高約27.2m、 トレンチ 5で標高約

27.4mで ぁり、それぞれ傾斜面であリテラスになっ

ていない。また、傾斜角度 もそれぞれ異なっていた。

以上の検討から墳端部は下段葺石の基底石と考えら

れる。

以上から現段階での墳丘規模を復元すると、墳丘

の中心から下段葺石の基底石まで約12mを測ること

から、径24mと想定できる。 トレンチ 5で は基底石

が約70cm外側にずれているが、誤差の範囲と考えて

おおよそ径24～ 26mの範囲内に収まる。墳丘東側は

トレンチ 5の改変が顕者であったため、検討する十

分なデータが得 られなかった。よって、参考程度で

はあるが、墳丘西側で確認 した墳丘ラインを対応さ

せると、 トレンチ 5東端の地山の岩盤が急傾斜で落

ち込む箇所に墳端が対応 し、上段葺石のテラス端は

墳頂部からゆるやかに傾斜 していた地山が快れるよ

うに急傾斜になる傾斜変換点にほぼ対応はしている。

墳丘高は墳頂部が標高約32m、 墳端部が標高281m
で、約 4mでぁる。

今回の調査では一つ山古墳が径24～ 26m、 高さ約

4mの正円をなす円墳であることが判明した。次年

度では円墳に方形状の張 り出しが認められるか検討

していく予定である。

第 2節 盛土の様子

トレンチ 4で は標高約30.2mか ら上位で盛上を確

認 した。墳丘の中心からは約 7mでぁる。最下層の

盛土は灰色上で断ち割 した範囲では約10cmの 厚さで

地山の傾斜に沿 って堆積 している。灰色上の上位に

は明黄褐色土、オリーブ灰色上を帯上に盛上 し、そ
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の上位に小礫を混ぜて硬 くしまった灰黄褐色上が厚

く堆積 している。断ち割 りで確認 した トレンチ東端

から12m地点では灰色上の上に70cmの 堆積が見 ら

れる。

墳丘東側の トレンチ 5で は標高約30,8mか ら上位

で盛上を確認 した。墳丘の中心から約4.7mで ぁる。

最下層の盛土はトレンチ 4と 同様の灰色上で上位に

明黄褐色土が帯状に見 られ、さらに上位で小礫のま

ざった灰黄褐色土が確認できる。

このように墳丘東と西で盛上方法は類似 した様子

が伺える。墳丘傾斜面の最下層の盛土として灰色土

を置き、傾斜面に帯上に明黄褐色土を配 し、さらに

上位には小礫を含みしまった灰黄褐色土を厚 く盛土

してヽヽる。

次に盛上の確認できる地点であるが、墳丘東側の

トレンチ 5が標高約30.8mで 墳丘の中心か ら約4,7

mであるのに対 して、 トレンチ 4で は標高約30.2m

で墳丘の中心から約 7mで大きく異なる。これは、

本来の地山の自然傾斜を利用 しつつ、補足すべき箇

所に盛土を施 したためと推察され、本来の地山の最

高地点は墳丘の中心点よりも若干東にあったためと

推察され、そのために墳丘東の方が盛土最下層の高

さが高 く、墳丘の中心点からの距離が短 くなってい

るものと考えられる。

第 3節 外表施設の様子について

第 1節では墳形、墳丘規模について検討 した。こ

の節では外表施設の特徴についてまとめる。

葺石は上下三段で確認されたが、上段葺石は葺石

の前面にテラスをもち、礫敷きが見 られる点に特徴

がある。

テラスは墳端側の端で墳丘の中心か ら約9.5mを

測る。この礫敷のテラスは水平ではなく、墳頂に向っ

てゆるやかに傾斜する。テラスの標高はトレンチ 1

の墳端側で約29,3m、 墳頂部側で29,45mを 測 り、

トレンチ 4の墳端側では約292m、 墳頂部側で約

29.45mを 測り、 トレンチ 6の墳端側では礫敷上で

約29,44mを 測りほぼ同値である。 テラス幅は水平

距離で約 lmでぁる。礫敷に使用 している礫は 1～

2 cmの小礫でにぶい黄褐色土と混合 している。小礫

は地山から2～ 3 cmに ぶい黄褐色上の堆積 した上面

に顕著に見 られるが、内部にも少 しは確認できる。

この礫敷は基底石高の下半にまで及んでおり、 トレ

ンチ 4南端の基底石は完全にパックされた状態であっ

た。礫敷は一部基底石の下面にまで及んでいるが、

葺石を設置 した後に敷かれたものと考えられる。

一つ山古墳

上段の葺石はテラスの墳頂部側の端から地山傾斜

面にかけて葺かれている。基底石は20～30omで他の

葺石に比べて大きな礫を使用 しているが、全面に大

きな礫が使用されているかどうかはさらなる検討を

要する。基底石の標高はトレンチ 1・ 4と もに29.45

mで共通する。位置は墳丘の中心か ら約8,7mで ぁ

る。基底石の上位は拳大の礫を壁面に差 し込むよう

に斜めに入れこむ。一部圧力で石材の抜け落ちた箇

所があるが、そこからの観察では葺石は基底石上に

一重に葺き、所々に置土を使用 している。また、石

材間に小礫を充填 している箇所 もある。

石材は花南岩、雲母片岩を使用 しているが、一つ

山古墳の立地する地山の岩盤 も確認できる。

下段葺石は墳丘の中心からトレンチ6で約12.7m、

トレンチ 4で約12mに基底石が見 られる。 トレンチ

1で は基底石は確認できなかったが、地山変換点か

ら約12.lmが 推測される。上述 したように、 この地

点が墳端部である。基底石の標高はトレンチ 4・ 6

で約28.lmを 測 り、 トレンチ 1は地山傾斜変換点で

約28.lmを 測り同値である。テラスは上段のような

礫敷ではなく、地山が認められ、一部岩盤 も確認で

きる。テラスの標高はトレンチ 1で下側約27.85m、

上側約28,1、 トレンチ 4で下側約27.8m、 上側で約

28,1、 トレンチ 6で下側約28m、 下側約28.lmを 測

り、比高差約25cmで緩やかに傾斜する。テラス幅は

約1,7m(ト レンチ 6は約 lm)で 下側の端部 は墳

丘の中心からの水平距離約14mで ぁる。

下段葺石はトレンチ 6において良好である。葺石

の積み方は上段葺石と同様に基底石に20～ 30cmの大

型礫を置き、上に拳大の礫を壁面に差 し込むように

斜めに入れている。興味深いのは基底石の下部で、

石材間に平 らな拳大ほどの礫を入れ込んでいる。 ト

レンチ 4に おいてもトレンチ南側は基底石が欠失 し

ていたが、基底石が想定される箇所には平 らの礫が

見 られる。 もちろん上位からの転落石の可能性もあ

るが、 トレンチ 6と 同様の役割を担った石材の可能

性 もあり注目される。

最後に葺石とともに出上 した壷形埴輪について触

れておく。昨年度の調査ではトレンチから出土 した

土器類は全て壼形埴輪であったが、今年度 も同様に

全て壺形埴輪であり、円筒埴輪は皆無である。今年

度 も葺石に混ざった状態で多 くの壺形埴輪片が出土

したが、原位置を保つと見 られるものはなく、全て

転落 してきたものである。出上場所は上下段の葺石

付近に多い傾向があるが、中間の地山傾斜面にも多

く確認されている。また、上段葺石の最高位からも
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確認されていることから、二段の葺石のさらに上段

から転落してきたものも想定される。ただし、 トレ

ンチ4に おいては上段葺石から上位では出土は皆無

であった。壷形埴輪の検討は現在接合作業中であり、

次年度に報告する予定である。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

平成16年度から国庫補助事業として津田湾古墳群

の内容確認を実施 しており、平成16年度・ 17年度で

鵜の部山古墳、平成17・ 18年度で一つ山古墳の確認

調査 (継続中)を行なってきた。そして平成18年度の

一 カ年計画で赤山古墳の内容確認を計画 した。赤山

古墳は本来全長約50mの 前方後円墳であったが、開

墾、宅地化によって墳丘は縮小の一途を辿 り、現在

後円部の一部を残すのみになっている。墳頂部には

2基の奢1抜式石棺があり、出土遺物として鏡、石製

腕飾類が伝わっていることから学史的に注目されて

きた古墳である。 しかしながら、現在に至るまで墳

丘測量は実施されておらず、石棺の方位、墳丘の現

状等の検討は十分に行なわれていなかった。また、

奢1抜式石棺についても詳細な内容は明らかではなかっ

た。このような現状から、墳丘の測量調査を実施 し

墳丘の現状を検討すること。奢1抜式石棺を詳細に図

化 し石棺を検討することを調査の主な目的とした。

赤 山古 墳

平成18年度の調査体制は以下のとおりである。

(調査体制)

さぬき市教育委員会生涯学習課

課  長  六車  均

課長補佐  佐伯 宗澄

係  長  山本 一伸

主  事  鶴身 昌大

大川広域行政組合埋蔵文化財係

主  査  阿河 鋭二

主  事  松田 朝由

技 術 員  多田  歩

技 術 員  武井 美和

第 2節 調査の経過

平成18年 8月 21日 から24日 までの 4日 間草木の伐

採をし、 8月 29日 から墳丘測量を開始 した。墳丘測

量は29日 から9月 7日 までの 7日 間行い、11日 から

21日 にかけて石棺の実測を行った。

第11図  遺跡位置図
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第 2章 赤山古墳に関する過去の

記載

赤山古墳の記述の最初は鵜の部山古墳や一つ山古

墳と同様に大正11年 (1922)香川新報に掲載された

大内理谷氏の『津田と鶴羽の遺蹟及遺物』の連載で

ある。11～ 13回 目の 3回に渡る。内容は以下のとお

りである。

1月 25日・ 11回 目

『赤山塚、これは鶴羽村の相地新池の上に在 り。

里人は赤田と呼んで居るのは其土色の赤きを以って

云応ゝのであろうが本当は自然の山でなく人工に依っ

て造 られたる。壁上である封土は年々ざいざいに掘

付けられて、墳丘の裾の廻 り今は僅に十四五間ばか

り、高さ三間、墳上 も亦余程に削 り取 られて平地が

出来、周囲に松樹十数本と山桜が一本残って居る。

其下に白祇大明神と記 し小さな陶焼の祠が一つと傍

らに不動明王を彫刻 した石碑が建てられてある。其

の桜の根元に何面 して、円筒形の石棺の一端が露出

して居る。石質は例の自粉石のやうであるが私は錬

石であるまいかと思ふ。棺の長さは不明なるが蓋石

と底石を合わせたる所で測って見ると直径二尺七寸、

その露れて居る部分が二尺五寸ばかりである。塚の

方向は南南東に築造されて、墳形は現状から考察す

ると円形墳、即ち丸塚であったらしい。規模は周囲

が田畑に開墾されてある点より見ると、其の当時は

補大なるものであったらしい。そこで此の塚が何人

を埋葬 したのかは無論判然せないが、私は白祇大明

神或は塚に関係 した人を祀 ってあるのではあるまい

かと思って、二二人の人に尋ねて見たが誰 も祭神名

を知 らなかったのには一寸落胆 した。其時里人の話

では安政二年の春土人の或者が此塚の頂上を少し掘っ

た所、土中から壷に入った玉や鏡等が出て来たので

吃驚 して後の□を恐れ、又其の儘塚に手を懸 くる□

なく今日に残って居るのだと云 うことである。』

1月 26日・ 12回 目

『然 らば此塚は一度発掘されたのであれど私は石

棺の位置及び封土の状態から考察 して発掘は墳丘上

の一部分で全体には及んでいないやうに思われる。

所が藪に一疑問がある。石室の存在 しないのは甚だ

不振の至 りである。かう云う構造の墳墓にはどうし

ても石室が無ければならぬ。竪穴式か横穴式か何れ

にしても石棺を蔵むべき石室又は玄室が吃度あるべ

き筈である。ケボ山塚でも龍王山塚でも吉見塚でも

皆板石を以て造った竪穴の石室があるのに独其塚の

みないのは仰 も如何なる理由であろうか。人或は云

はん。石室は既に破壊されて築石などは他へ持ち運

ばれたのであろうと。然れ共現在残さる墳丘の何れ

の方向を観察 して、更に形跡が認められないのみな

らず僅一個の築石 らしきものさへ発見されない。そ

れに石棺が今尚埋没せられて居る。以上若 し石室の

設けられてあったとしたら一部分でも残存せねばな

らぬ訳である。然□此の墳墓が所謂堕落的古墳時代

であって築かれた新 しいもの、或は平安朝以後の□

塚の類か、又は極めて古い□一期古墳時代の無石椰

のものと見るがと云おゝ二問題に帰着するのであるが

かうなっては大分問題が六 ケ敷なりて古墳論を□ぎ

出して来なければならぬようになるが、私は此塚の

構造□及び土器類の破片から観察 して之が堕落的古

墳時代の墳墓であるとは思われない。藪に於て簡単

に古墳式制度に拠れる墳墓の築造法並びに石棺と石

室との関係を述べて解決 して見たい。凡そ書い時代

の墳墓、考古学者の所謂古墳時代のものは初期に在っ

ては外部を主とした土工的大墳墓が行なわれて埴輪

樹立が使用されてあり。石棺は墳丘の上段に置かれ、

無論石室はない。中頃は内部外部双方に配意された

土工的石工的墳墓が行なわれて埴輸樹物は僅少にな

り、墳丘の中段の所に石室を設けて石棺を納められ

てある。比の二期の墳形は前方後円式、円方形、半

円形、山依古墳□形式を示 して居る。後期には内部

を主とした石工的墓、即ち石椰に羨道を具備 したも

のが一般に行なわれ石椰は地平面に築かれて横穴式

となり、外形は円形と山依最 も多 く而 して合葬改葬

重葬されたるものがある。最早此の時代には埴輪樹

物などはスッカリ無 くなって居るのである。之を単

に石棺と石室との関係上から云ふと、初めは単に石

棺ばかりを上中に埋め置けることと其れが一変化を

示 して周囲に簡単な椰室を作って石棺を保護するよ

うになり、其の簡単な石室が次第に発達 して宏大な

椰室となり、更に一変 して石棺其者が大きくなって

石室の意□をなせること、即ち石棺が石の厨子的に

変化 して居 り。□には石棺に羨道的の通路が付加せ

られるようになって居るのである。副葬品は素より

雑多であるが弥生式土器又祝部土器は種々なる型式

のものが埋没使用されて居る。而 して藤原時代の末

期になって比の制度が全然止んで仕舞って不規律不

完全な墳墓が造 り出されて居る。実□之れ以□は地

平面以下、即ち地下に縦穴を穿ちて石棺□蔵め、些

少の封上を施 し、決 して大なる丸塚は築かれない。
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墳上には必ず墓碑が建設され方向も一定せず、東西

南北何れの方面に向ってでも築かれてある。而 も副

葬品は古墳時代墳墓の曲玉や石器類、銅製品など蔵

められてあるに反 しそんな者はほとんどなく、遺物

は鉄製品が多 くなって居るのである。』

1月 27日・ 13回

『以上の説明によって憶を遅 しうして見ると石棺

が墳丘の上段に置かれてあって、石室を具備せない

のは第一期古墳時代の構造法に相似たるあり。それ

から塚の周囲の田畑に在る土器の破片は弥生式に祝

部を混 じ偶に刷毛目のあるものあり。祝部には内部

に渦文の付せられたる土器把手 も落ちて居る。之は

一期二期を通 じてのものである。又曲玉や鏡鑑を出

して居るのは第三期まで及ぶのである。鏡鑑は銅製

であったらしい。私は長町興彦君に托 し土器の破片

や把手を津田小学校へ贈ってある。□□すると此古

墳は第一期のものとも云われ又二期三期時代のもの

とも見 られるけれども私は石棺所在の位置と土器破

片とより考察 して第二期の中期、即ち紀元一千二三

百年の頃に築造されたものであって、其石室のない

のは改葬されたものか、或は又重葬であって、この

下部にもう一つ石棺が埋められ其処には竪穴式獲が

あるかも知れない。今露出する石椰は即ち重葬 した

もので墳 FT卜が狭除であったから石室も造られなかっ

たのではあるまいかと想像する。全体古墳は一人の

ために造る場合に比較的少ない特別の人の他は一墓

中に数人の遺体を収めたのである。又特別な人の墳

墓でも後にそれへ持って行って合葬もし、附葬もし、

重葬 もせられたものである。大宝令の頃でも二位以

上の人若 しくは大の氏上、即ち氏宗か又は別祖かで

なければ一人の為に墓を作ることは得 られない規則

であった。此れ等の例から考へて此塚は改落若 しく

は重葬墓であろうかと思はれる。然 しながら之は私

の想像説である。只試 しに云った迄のことであって、

実際の解決は発掘 して身なければ確かなことは判明

しない。それに此の如き問題に対 しては矢□に結論

は急がれない。須 らく徐々として研究を続けて自分

一人の力で解 らなければ弘く世の学者の助力を得て

後に決定すべきものだと思ふ。故に私は結論を避け

て読者諸君の御指導を仰 ぐ。』

1月 28日・ 14回

『最後に於いて此塚の丘上に祀 られてある白祇大

明神について簡単に私の思い浮かんだことを記 して

置かう。白祇と称するのはどう云う理由から生まれ

赤 山古 墳

た神名であらうか。他に余 り聞きなれないのみなら

ず地方人 も只シラギさんと唱え来たと云 うのであれ

ば白祇と書 くのは若や仮字であってシラギは新羅に

非ざるかと思う。前回□述せ し如 く此地方には渡来

民族、若 しくはそれに接触 した民衆の住んで居 った

としたならば数に新□の墳墓あるは敢えて不思議で

はない。私は平素から云う意見を抱持する。現今の

大川郡内には韓半島或は満州地方よりの移民族や其

地方へ盛んに交通 して居った民族が古代には□□□

のであろうと云 うのである。志度寺の海女の玉取伝

説などは惟に之を証明するものである。志度には例

の海民族の居って韓半島から遠 く渤海に迄往来 した

所から藤原淡海公の女が唐の高宗皇帝の妃となった

など云 う奇々怪々なる伝説があるのであろう (志度

寺の海女伝説に関 しては志度町の遺跡を書 く時に碑

見を述べる)。 尚国造本紀に継体天皇の御代、筑紫

国造の磐井君が叛 した新羅の海人部は古への韓半島

□なる倭人所謂九州海部族の□であろうと迄云はれ

て居る。それは兎に角も本県仲多度郡金蔵寺付近で

あるが現に新□明神と称するのがある。然 らば白祇

大明神とは新羅大明神であって此塚山は新羅人に因

縁ある墳墓ではあるまいかと想像するのである。』

大内氏の記録から3年後の大正14年 10月 10日 、赤

山古墳は盗掘にあう。大内氏の記録は盗掘にあう前

の赤山古墳の様子である。 この内、興味深い点をい

くつが挙げると、安政 2年の発掘の様子が伝えられ

ていること、周辺に埴輪片とともに須恵器が採集で

きたという情報である。また、墳丘については、前

方後円墳の存在を知っていた大内氏が円墳と判断し

ており、前方部の低平化が顕著であったことを伺わ

せる。考察としては、古墳の年代を埋葬施設等から

検討 していること、古墳の性格を重葬墓としている

こと、新羅との関係を推測 している点が興味深い。

次に大正15年 (1926)の『大川郡誌』には赤山古

墳に関する記載がある。

『此の古墳は鶴羽村相地赤山にて砂野弥吉郎所有地

に在 り。其の初めて発見せられしは今より約七十年

前にして此の地を開墾せ しとき石棺を発見 し、その

傍より曲玉及び壷高杯等土器を多数拾い取 りたり。

然れども其の祟あらんことを恐れて元の如 く之を埋

め、且将来荒廃に帰せんことを虞 り、墳丘上に桜樹

を植え尚ほ火山に祀れる白羽明神を遷りたりといおゝ。

現今墳丘上に根元の周り二尺許の桜樹と一小祀等の

あるもの即ち是なり。

此の古墳現今は既に大部分開墾せられて畑となり、

大に其の形状を損すと雖 も所謂瓢箪形墳にして瓢形
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の台地の高さ上段より約一間半、基部よりは五六間

あり。台地の上部に於いて南】ヒ三十間半、東西十七

間ありて約二百五十四歩の面積を有 し、其の規模宏

大なり。然れども漸次開墾せらるるに従ひ、今は僅

かに後円部のみを遺せるに過ぎず。其の頂上南北二

十六尺、東西二十四尺、此所に二個の石棺露出し此

の墳丘上を覆ひたる葺石今尚少許残存す。

墳丘上に露出せる三個の石棺は大正十四年十月十

日頃何人か之を発掘 して其の副葬品を縞取せり。石

棺は凝灰岩 (俗 に白粉石といふ)に て造れる割竹形の

今1抜式に寓 し、大なる方は桜樹の下に在 りて長さ九

尺六寸、小なる方は長さ七尺四寸ありてその距離五

尺三寸、其の内部の枕に充つる所は一段高 く其の製

作甚だ精巧なり。而 して之を直接土中に埋めて石椰

の設けなく頗る古代に属するものとす。実地に就き

て検証を遂げたるに大なる石棺は孔を穿ちて其の副

葬品を霜取 したる後なれば石棺内には一物 もなく屍

体つめたる朱にて棺内一面に赤 く染まり居たり。唯

其の付近に管玉 (出雲石にて製す)瑠璃玉各一二個

を拾ひたるのみ。然れども其の穴の口に緑錆破片の

落ち居たるに徴すれば蓋 し銅器 (多分銅鏡ならん)

の棺内に存せしを知るに足 らん。小なる石棺は蓋を

開きて副葬品を盗みたるものにして其の内も同様の

朱にて一面に赤 く染まれり。此の棺内を検せしに僅

かに左記の数品残留せるのみ。

一、頭骸骨の破片 一、歯七本 (P弓 歯四本、犬歯

一本、日歯二枚)一 、管玉 (出雲石)十一個 一、

瑠璃玉九十三個

七十年前開墾に関係ありしと称する八十五歳の老翁

の語る所に依れば其の当時現に露出せる両石棺の中

間の下部に石梓Lあ りて中に石棺を蔵せるを認めたり

といへど、之はその古墳全部を発掘するにあらざれ

ば果 して然りや否やを知 り難 し。』

大正14年 の盗掘をきっかけとした岡田唯吉氏の出

張調査の報告である。大内氏が記載 した江戸時代末

期の発掘の様子や当時の墳丘の状況を伺 うことがで

きる。

昭和 3年 (1928)、 香川県史蹟天然記念物調査報

告会の『史蹟名勝天然記念物調査報告 第二』に赤

山古墳の報告がある。『大川郡誌』 の内容 とほとん

ど同じであるが一部追加が見 られる。追加 した内容

は 1、 江戸時代末期当時は『此の辺一帯に大木生ひ

茂 り此の古墳の頂上には桜の大木 も数本ありたり』

ということ。 2、 付近より出土 した曲玉及び壷、高

杯等の上器は現存 しないということ。 3、 開墾時に

発見された石棺は『凝灰岩 (俗 に白粉石とい応ゝ)に て

畳める石椰』があって、他に『石椰なくして只石棺

のみのもの二個を其の傍に発見』 したということ、

4、 石棺発掘後、臼羽大明神とともに不動明王を祀っ

たということ、である。

昭和 3年の報告で重要な記載は『凝灰岩 (俗 に白

粉石といふ)にて畳める石椰ありて』という点でけ

ば山古墳や岩崎山 4号墳と同様に凝灰岩の天丼石を

使用 している可能性がある。なお、墳頂に祀ってい

る祠名は大内氏は白祇大明神 と記載 しているが、

『大川郡誌』『昭和 3年報告書』では臼羽大明神とあ

る。

『大川郡誌』『昭和 3年報告書』では当時の墳丘

形態、法量を記録 している (こ れについては後述す

る)。 また、大正14年 10月 10日 の盗掘後に出土 した

遺物についての記載がある。 1号石棺の棺内に遺物

はなかったが、付近から管玉・ ガラス玉12個が出土

し、盗掘口に緑錆の破片が落ちていたことから鏡を

推測 している。 2号石棺は棺内より頭蓋骨の破片、

歯 7本、管玉11個、ガラス玉93個 が出土 している。

昭和10年、梅原末治氏は『考古学 6-8』 の「讃

岐出上の一古鏡」において昭和10年 に香川県の好事

家から大阪高麗橋の村上民二郎氏に渡 った古鏡につ

いて紹介 している。古鏡の紹介の後、鏡の出上 した

古墳について検討 している。鏡は讃岐国大川郡津田

町西南雨滝山山中の石棺内で出上 し、香川県の好事

家が明治の初年同地で入手 したものという。梅原氏

はこの古鏡が赤山古墳からの出土と判断 し、現在に

至って伝赤山古墳出土の鏡となっているが、赤山古

墳の立地は津田町西南ではなく、また、雨滝山山中

ではないことから再検討する必要があろう。津田町

西南の雨滝山山中は奥古墳群があり昭和47年 (1972)

に発掘調査されている。この銅鏡は当地から出土 し

た可能性がある。

昭和34年 (1959)『津田町史』はほぼ大内氏の記載、

大川郡誌、昭和 3年の報告をまとめた文章である。

『盗掘後の調査では、小さい棺は穴をうがってお

り、棺内は朱で染まり付近から管玉 (出雲石製)瑠

璃玉 1ケ を拾得 した。大きい棺は蓋をあけて、遺物

を取 り出したらしく残留品としては、人骨 〔頭蓋骨

の破片、歯七本 (門歯四本、旧歯二本 )〕 管玉 (出

雲石製)11ケ 、瑠璃玉93ケ を発見 した。後円部には

埴輪円筒をめぐらしていた。』

後円部に埴輪円筒をめぐらしていたというのは新

たな記載である。一方、出土遺物は大川郡誌や昭和

3年の報告書とそれぞれ出上 した石棺の記載が反対

になっている。また、 1号石棺から出上 した管玉・
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第12図  伝赤山古墳出土鏡

ガラス玉は 1個ではなく、12個であり、数が誤 って

いる。

昭和58年の『香川叢書』『香川の前期古墳』では

津田町郷土館と瀬戸内海歴史民俗資料館に遺物が保

管されていると記載されている。

赤 山 古 墳

10cm

現在、遺物は瀬戸内海歴史民俗資料館で盤龍鏡 1、

石釧 5、 管玉37が保管され、さぬき市郷土館で勾玉

1、 管玉 6、 ガラス玉20が保管されている。これら

の遺物の経緯は現在のところ不明であり、今後の課

題である。

□
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第 3章 出土遺物について

前章で触れてきたように赤山古墳の出土遺物につ

いては今に伝わる経緯が明確でないものが多 く、ま

た、遺物の記載 も誤 って伝えられているものが多い。

この章ではこれまでに赤山古墳で出土 した遺物につ

いて、再度整理 したい。

まず、大正14年 の盗掘をきっかけとして出土 した

遺物において現在、町史等では小さい石棺が付近か

第13図  伝赤山古墳出土鏡 拓影図 (1/1)

ら管玉 1、 ガラス玉 1が出土 し、大きい石棺から人

骨、歯 7本、管玉11個、ガラス玉93個が出上 したと

伝える。 しかしながら、大川郡誌、昭和 3年の報告

では 1号石棺は棺内に遺物はなかったが、付近から

管玉・ ガラス玉12個が出土 し、盗掘口に緑錆の破片

が落ちていたことから鏡が出土 した可能性があると

し、 2号石棺は棺内より頭蓋骨の破片、歯 7本、管

玉11個、ガラス玉93個が出土 したと記載されており、

1号を大なる石棺、 2号を小なる石棺としている。
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第14図  伝赤山古墳出土石釧 (瀬戸内海歴史民俗資料館蔵)(1/2)

第15図  伝赤山古墳出土管玉 (瀬戸内海歴史民俗資料館蔵)(1/2)
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遺物番号 外径 上部内径 下部内径 呂 さ 下端幅 材 質 色 調 備  考

2 08 碧玉 淡緑色

3 碧 玉 淡緑色 石の縞が見える

4 碧玉 淡緑色 楕円形をなす

5 74 碧 玉 深緑色

6 碧 玉 深緑色

赤 山 古 墳

つまり、両石棺の記述が逆である。正 しい出土内容

は以下のとおりになる。

1号石棺 (大 きい石棺)=穴 を穿って盗掘

出土遺物 棺内なし (盗掘口に緑錆の痕、鏡か ?)

付近から管玉・ ガラス玉各12個

2号石棺 (小 さい石棺)=蓋 を開けて盗掘

出土遺物 棺内から頭蓋骨の破片、歯 7本、管玉

11個、ガラス玉93個

次に、赤山古墳出土と伝わる鏡が 2面伝わるが、

表 1 石 釧 観 察 表 (瀬戸内海歴史民俗資料館蔵)

表 2  管 玉 観 察 表 (瀬戸内海歴史民俗資料館蔵)

(単位はcm)

その内大阪に伝わる方格規矩鏡は津田町西南雨滝山

山中の石棺内で出上 したものが昭和10年 に香川県の

好事家から大阪の村上民二郎氏の手に渡 ったもので

ある。梅原末治氏はこれを赤山古墳出上の鏡と判断

したが、赤山古墳は津田町西南雨滝山山中には位置

しない。 この付近には現在、奥古墳群が確認されて

おり、この鏡は奥古墳群において出土 した可能性 も

ある。従って、赤山古墳出上の鏡とするには注意を

要する。

赤山古墳出土とするもう1面 は瀬戸内海歴史民俗

遺物番号 種別 長 さ(cm) 径  (Cm) 孔径 (cm) 材質 色調 備 考

管 玉 305 0.8 碧玉 緑 色

8 管玉 碧玉 緑色 石の縞が見える

管 玉 2.65 0.25 碧 玉 緑 色

0 管玉 285 碧玉 緑 色

1 管 玉 255 075 0.25 碧玉 緑 色

2 管玉 065 025 碧玉 緑 色

3 管 玉 075 碧 玉 緑色

4 管 玉 2.55 0,75 碧 玉 緑 色 ミガキ少ない

5 管 玉 065 025 碧玉 緑色 丁寧な ミガキ

6 管 玉 碧玉 緑 色 石の縞 あり

7 管玉 2.15 065 碧玉 緑色 丁寧な ミガキ

8 管 玉 0.25 碧 玉 緑 色 丁軍な ミガキ

9 管玉 0.25 碧玉 緑色 緑青付着

管 玉 0,75 碧玉 緑 色

管玉 205 0.18 碧玉 深緑色

管 玉 1.8 0.25 碧玉 緑色 ミガキ少ない。石の目見える

管玉 205 0.25 碧玉 緑 色

管玉 18 055 018 碧玉 緑色

管玉 18 碧 玉 緑 色 緑 青 4寸着

管玉 0.65 碧玉 緑青色

管玉 1 65 0,75 碧 玉 緑 色

管玉 065 碧玉 緑 色 丁寧な ミガキ

管玉 5.85 11 碧 玉 やや深 い緑 29～31同 じ色

管玉 5,55 11 0.35 碧 玉 やや深 い緑 29～ 31同 じ色

管玉 5,15 碧 玉 やや深い緑 29～ 31同 じ色

管玉 4.85 095 碧 玉 緑 色 峰 ― の 位

管玉 4.35 0.25 碧玉 緑色 33～36同 じ色

管玉 碧 玉 緑 色 38～36同 じ色

管玉 1.1 碧玉 緑色 33～36同 じ色

管 玉 0,35 碧 玉 緑 色 33～36同 じ色

管玉 365 0.85 碧玉 深緑色

管 玉 碧 玉 緑 色 35～38よ り緑が強 い

管 玉 3.45 0,95 碧 玉 やや深い緑

管 玉 3.15 0.25 碧 玉 深緑色
41 管 玉 碧 玉 緑 色 丁寧な ミガキ

42 管 玉 285 095 碧玉 緑色 丁寧な ミガキ
刀
生 管 玉 275 0,75 碧 玉 緑 色
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第16図  伝赤山古墳出土ガラス玉・勾玉・管玉 (さ ぬき市郷土館蔵)(1/2)

表 3  ガラスエ・ 勾玉・管玉 観 察 表 (さ ぬき市郷土館蔵)

資料館に所蔵されている。 この鏡に関する出土の経

緯は十分に把握 しておらず今後の課題である。

次に現在確認できる赤山古墳出土と伝わる遺物を

確認 しよう。遺物は瀬戸内海歴史民俗資料館とさぬ

き市郷土館にある。瀬戸内海歴史民俗資料館で盤龍

鏡 1、 石釧 5、 管玉37が、さぬき市郷土館で勾玉 1、

管玉 6、 ガラス玉20が あるが、昭和61年の『再訂津

田町史』には瀬戸内歴史民俗資料館で盤龍鏡 1、 石

釧 5、 管玉37、 津田町郷土館で勾玉 3、 管玉 7、 ガ

ラス玉20と あり、若干数が異なる。なお、これらの

遺物の出土 した経緯と出土場所は不明である。

今回、瀬戸内海歴史民俗資料館とさぬき市郷土館

の伝赤山出土遺物を図面化 した。

第12～ 15図 が瀬戸内海歴史民俗資料館の資料であ

る。

盤龍鏡 (第 12。 13図 )

径17.2cm、 厚さ 3 mmの 傍製鏡である。 5.5mmの 反

りが見 られる。縁は斜縁で最大厚 7 mmを測る。

外区は内部に向って鋸歯文・ 複波文・鋸歯文・櫛歯

遺物番号 種別 長さ(cm) 径(cm) 孔径(cm) 材質 色調 備 考

44 ガラス玉 0.15 ガラス 青緑色

ガ ラス玉 ガラス 青緑色

ガラス玉 0.45 0.25 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 ガラス 青緑色 付着物顕著

48 ガラス玉 0,35 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 0.45 ガラス 青緑色 付着物顕著

ガラス玉 0.45 ガラス 青緑色

ガラス玉 055 0.15 ガ ラス 青緑色 側面に 2箇所窪みあり

ガラス玉 045 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 ガ ラス 青緑色 側面偏平、各所に面取

ガラス玉 ガラス 青緑色

ガラス玉 035 0.15 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 0.45 0 15 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 0.4 025 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 ガラス 青緑色

ガラス玉 035 0.45 0 15 ガ ラス 青緑色 下平坦

ガラス玉 0.45 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 0.45 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 0.35 0.15 ガ ラス 青緑色

ガラス玉 0.35 ガ ラス 青緑色

勾玉 0.15 メノウ 赤色

管玉 0.45 碧玉 濃緑色 丁寧なミガキ

管玉 115以上 碧玉 暗緑色 割れている

管玉 碧玉 暗緑色

管玉 205 碧玉 淡緑色 ミガキあまい 。横方向の工具痕

管玉 215 025 碧玉 淡緑色

管玉 碧玉 青緑色

―-25-―
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文である。銘帯は擬銘が刻されている。内区は図像

が描かれている。獣面化 した神像 4体 と龍 2体を左

右対称に配置 している。紐孔は幅約 l cm、 高さ 7 mm

の方形を呈 し、紐厚 1.5 cmを 測る。鏡面には全体的

に緑青が見 られる。

石釧 (第 14図 )

碧玉製である。 5個全て形態が異なるが、分類す

ると 2・ 3と 4と 5・ 6に区分される。 2・ 3・ 4

は上半分のみに刻細線が見 られ、 5・ 6は上下とも

に刻細線が見 られる。 4は上半分だが、形状が楕円

形を呈する。楕円形の石釧は全国的にも珍 しい。

色調は 2・ 3・ 4が淡緑色に対 して 5・ 6は濃緑

色で光沢をもつ。 これら色差は成形や仕上げの丁寧

さの違いである。特に 3は ミガキが不十分で石の縞

状の層が見 られる。刻細線は 2・ 3・ 4で断面が曲

線に対 して 5・ 6は底部がやや角ばり、箱型に近い。

形態は、どの個体 も内面が内傾するが、 2・ 3が反

りながら立ち上がるのに対 して 4・ 5・ 6は直線的

である。厚さは前者か 8 mmに対 して後者が 5～ 7 mm

で高さも前者がやや高い。

わずか 5点のみの比較ではあるがそれぞれ形態が

異なり、その中で 3分類の区分が可能である。概 し

て 2・ 3は 5・ 6に比 して製作の簡略が指摘できる。

4は属性的に 2・ 3と 5・ 6の中間的な位置づけが

できるが、形態が楕円形である点で独自の形態を展

開する。なお、 5点すべて赤色顔料の付着が見 られ

る。

管玉 (第 15図 )

碧玉製である。37点所蔵 されている。長 さは1.6

～5.8cm、 厚さは0.6～ 1.lcmの 中でバラエティー豊か

であり、同じ大きさは少ない。また、大型品ほど丁

寧な仕上げ整形がなされている。概 して長さ 3 cm以

上の製品に丁寧な例が多 く、長さ 2 cm以 内は光沢が

ほとんどなく、石の縞状の層が見 られる資料 (8・

16・ 22)も ある。また、 3 cm以上の光沢をもつ事例

においても発色は濃緑色、暗緑色、淡青緑色など様々

である。

第16図 はさぬき市郷土館の資料である。

ガラスエ (第 16図44～ 63)

青緑色を呈する。20個 ある。法量は高さ3～ 5 mm、

幅 4～ 6 mmを 測る。孔径は径 2 mm以 内である。上下

端の不安定な事例 もあるが比較的上下は平坦となり

丁寧な製作である。

勾玉 (第 16図64)

メノウ製で赤色を呈する。 1点ある。縦 1.5 cm、

厚さ 5 mmで ある。孔は小さく径 l mm未満である。

管王 (第 16図65～ 70)

碧玉製である。 6点ある。法量、色調ともに様々

である。68は ミガキがあまく、調整痕の細線が見ら

れる。

第 4章 墳丘測量調査の成果

現在墳丘は後円部の一部を残 して破壊されている

が (墳丘削平の経緯は第 6章第 1節参照 )、 外表施

設、周辺に残された墳丘、土中に墳丘の一部が残存

しているか否かの検討を目的に測量調査を実施 した。

調査は墳丘残存部と宅地を含む周辺を範囲として、

東西、南北約42mの 1764だを20cmコ ンター、縮尺 1

/50で行なった。

測量調査中、墳丘西側崖面の西端付近で葺石、円

筒埴輪片を断面で確認 した。また、現在宅地のかつ

て前方部が伸びていた付近では段差の法面から円筒

埴輪片や葺石の可能性のある石材が確認された。そ

こで、このニ ケ所の精査、検討を実施 した。

第 1節 墳丘の現状

現在、墳丘は開発のため宅地の中にかろうじて残

され、宅地との境は高さ約 2mの崖になっている。

崖は現状墳丘の裾から垂直に切 られてはおらず、現

状墳丘の裾との間に若干のテラスがみられる。開発

以前の墳丘写真を見ると現状墳丘の周囲は畑で、開

発は墳丘が崩落 しないように若干の余裕をもって行

われたようである。東・ 南面は現状墳丘の裾から約

lm幅で旧畑を残 し現状墳丘の裾に沿 って円形状に

削 られている。西面は比較的旧畑が残存 し、現状墳

丘の裾から東西 5～ 6m、 南北 4～ 6mの方形状の

平坦地をなす。現在 も畝の痕跡が地表面で観察でき

る。北面は墳頂部まで崩落が及んでいる。総 じて北

面を除いて現状墳丘は1960年代の開発以前の規模を

留めているといえる。現状墳丘は東西約14m、 南北

約12m、 高さ約 3mの 円墳状を呈する。

墳丘の傾斜は西側が東側に比べて急である。また、

現状墳丘の裾から上位 lm間は墳丘の削平のため全

面で傾斜が急である。墳丘斜面から埴輪片は採集で

きなかったが、西斜面には拳大の礫が複数確認でき、

転落 した葺石材の可能性がある。現状墳丘南側の裾
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部、標高26m付近には安山岩の割石が 4石見 られ、

埋葬施設に使用された石材の可能性がある。一方、

北面の標高26～ 27m付近には白色凝灰岩片が 2ケ 所

確認でき石棺片と考えられる。遺物はこの他に近世

以降の磁器、瓦片を墳丘斜面で確認 している。

墳頂部は現状で東西約7.5m、 南北約6.5mの 円形

を呈するが、1号石棺が南側墳丘傾斜面につき出た

状態にあり、本来はさらに広かったと考えられる。

最高地点は標高約28.lmを 測る。また、 2基の石棺

は露出しており、本来の墳丘高が現状より高かった

ことは明白である。

2基の石棺の間には江戸時代の石棺発見の後に置

かれたと伝わる石仏があるが、同 じ頃に火山から遷

したという臼羽大明神の瓦質の祠は現存 しない。現

在石仏の南に安山岩の塊石が1石見 られる。

墳頂部には5～6cmの 小礫が散在する。

現状墳丘の外側は宅地による平坦地が広がり、か

つて前方部のあった南側 も完全に平坦地になってい

る。一方、東側では若子の高まりを確認 した。この

地点で北面は北方向に降る傾斜面が東西に直線的に

見 られるが、フェンスに並行 しており後世の改変で

ある。開発直後の写真を見る限り、墳丘東側は完全

な平地に削平されており現状の高まりは近年の所産

といえる。なお、東面の傾斜は南北に続 く尾根傾斜

面である。

宅地の標高は約21mで墳頂部との比高差は約 7m
である。

第 2節 旧墳丘傾斜面

現状墳丘の西側は東西 5～ 6m、 南北 4～ 6mの

方形状の平坦地として現状墳丘とともに宅地の中に

見 られるが、その南側崖面の西端は古墳への上がり

口として傾斜面に足場が作 られている。今回、この

付近の崖面に露出した石材を 7点確認 した。石材は

一列になって斜めに露出している。 この石材を含む

周囲を東西約2.6m、 高さ 3mで精査 し、石材が葺

石であることを確認 した。崖面で見 られる葺石は原

位置を保っている可能性が強い。

断面観察によると上端から5 cm下 で耕土が約20cm

の厚さで堆積 している。旧墳丘傾斜面はこの耕上の

下層から見 られる。ベースは岩盤か花南バイラン土

である。

標高24.35～ 23.8m間 は35° で傾斜する。傾斜は

上位ほど急になり、上位にテラスのあった可能性が

ある。ベース上には10cm未満の小礫を含むにぶい黄

橙色上が堆積 しているが、 この小礫はテラスに敷か

一-28-―
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第20図 旧墳丘傾斜面立面図 (1/20)及び出土遺物 (1/4)
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明黄掲色土

旧耕土 (灰黄掲色±10YR4/2)

宅地法面の断面図 (1/40)
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れたバラスの可能性がある。なお、小礫を含む堆積

上の上には花蘭バイラン土や岩盤塊の混ざった土が

耕土直下で水平気味に堆積 しているが、これらは墳

丘周囲を畑にするため、墳丘を削 りとって整地 した

ものと推察される。

標高23.8mか ら下位は人頭大の石材が 7～ 9石見

られる。石材は安山岩である。葺石は35° の傾斜で

上位の墳丘傾斜よりも急である。石積は6段が想定

され、一部露出している石材から崖面から奥にも続

いていることがわかる。墳頂部の 2基の石棺の中間

付近を円の中心として墳丘を復原すると葺石はこの

方形状の平坦地内を巡る。今後、この場所を調査す

ることによってさらに精度の高い墳丘規模や葺石の

様子を明らかにすることができるだろう。最下段の

葺石から外側は標高約23.lmで幅25～ 30cmの テラス

になっている。テラスの外側は再び35° で傾斜がき

つくなり、60cm程傾斜 した後、崖となり、直下には

県道津田 。川島線が走 っている。テラスの上位は浅

黄橙色土が堆積 し、割石、小礫とともに円筒埴輪片

4点が出上 している。

円等埴輪片はにぶい黄橙色を呈 し、石英を多 く含

む。71は底部片である。外面に13条 /cmの 縦ハケ、

内面に右上へのケズリ調整を施す。ケズリ幅は約1.5

cmで ある。底面は丁寧なナデによって面をもつ。ま

た、ナデ或は加重のため内外面は若干外側に広がっ

ている。底径は約35cmに復原された。72は胴部片で

ある。外面に赤色顔料が付着 している。調整は外面

が12条 /cmの縦ハケ、内面に右上へのケズリが見ら

れる。器壁は約 l cmで ある。図化 していない 2点 も

胴部片である。調整方法は不明である。

このように葺石裾はテラスが見 られること、円筒

埴輪が確認できること等からこの地点が本来の墳丘

裾部になる可能性を指摘 しておきたい。

第 3節 宅地法面の精査

現状墳丘の南側は宅地になっている。古墳のすぐ

南側は建物が建っているが、さらに一筆南は建物が

取 り壊され草木が繁茂 している。 この区画の】ヒ端の

ブロック塀までかつて前方部が伸びていたと考えら

れる。この区画の東側は一段低い平坦地となり、北

側の宅地とはスロープ状に通路を祐え、西側は段差

のまま南北方向に続 く法面が見 られる。今回この法

面で円筒埴輪片 (標高約20.6m)と 葺石の可能性あ

る礫 (標高21～ 212m)が数点確認できた。 そこで

この法面を精査 して出土地点の層位を確認 した。土

層は法面の北端から長さ約 6m間を調査 した。
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精査の結果、葺石材は腐葉土中にあり原位置は留

めていなかった。一方、円筒埴輪片は 2層 (明黄褐

色土)中 にあるが、北側でその下層に 3層 (旧 耕作

土)が堆積 しており、この層中に近世以降の土器片

が混入 していた。つまり、円筒埴輪片を含む層は古

墳時代当時の堆積層ではなく、近年の堆積といえる。

前方部削平時或は周辺の開墾時に混入 した可能性が

強い。

埴輪片を包含する堆積層とその下位の近世以降の

層の下位は花南バイラン上の地山か見 られる。 ライ

ンはやや凹凸が見 られるが、北端から4m南 までは

標高20.4～ 20.6m、 北端から4m南か ら南端までは

標高約20.8mを 測 る。墳頂部か らの比高差7.3mを

測る。

第 5章 割抜式石棺の観察

第 1節 石棺の位置

墳頂部には 2基の奪1抜式石棺が露出している。 2基

はL字状に位置 しており、南北方向の石棺を 1号棺、

東西方向の石棺を 2号棺と呼称する。両者は厳密に

はL字状ではなく (角度81° )、 正確に主軸を直交

して配置はしていない。方角は石棺長軸において 1

号石棺がN-27° ―E、 2号石棺がN-124° ―E

で厳密な東西、南北方向ではない。航空写真や周辺

地形の検討からは墳丘主軸に対 して直交、平行関係

にあると思われる。

互いの距離は 2号棺西小口縄掛突起痕から西へ約

2.lm、 南へ約0.4mに 1号棺北小日縄掛突起が位置

する。両石棺の最高地点の標高は 1号棺が約28.03

m、 2号棺が約27.96mで ほぼ同レベルといえる。

江戸時代末期の記録ではこの 2つの石棺の間に竪

穴式石室に安置された 3基目の石棺があると伝える。

また、昭和 3年の報告では石室推定地を略図にて示

している。現在、この地点は 2基の石棺の最高点よ

り約10om高い高まりになっているが、埋葬施設の存

在を示す痕跡は認められない。

次に石棺の現状を個別に記述する。

第 2節  1号石棺

(1)現状

南側小日の一部と北西側面から北側小日の一部に

かけて石棺は露出していた。また、南側小日付近は

墳丘から石棺が突き出た状態にあるが、この付近は

墳丘が改変によって急傾斜となり、盛上の可能性の
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ある土が露出していた。今回、石棺の形態的特徴を

把握 し得る範囲において腐蝕土を除去 し表面監察を

行なった。

棺身と棺蓋は合わさっているが若干ずれており、

南北長軸で棺蓋が棺身より約 4 cm北である。津田町

史 (1959年刊行)に は 1号棺は蓋を開けて盗掘され

たと記述されているが、第 2章で指摘 したとおり、

記述は2号棺と反対になっている可能性が強 く、 1

号棺は盗掘孔から盗掘されたことになる。現状の観

察においても棺蓋北西隅に接 した墳丘部分には赤色

顔料の混ざった灰白色粘上が見られることから棺蓋

の開けられた形跡は認められない。石棺が開けられ

ていないとすれば、石棺の埋納状況が今後確認でき

る可能性がある。

棺蓋下端、棺身上端の平坦面は北側が南側に比べ

て約 7 cm高 く棺はわずかながら傾斜 している。

(2)石棺の設置状況

南側小日周辺の精査によって墓娯を確認 した。墓

墳は岩盤を掘り込んでおり、棺身西端から35～40cm

外側で立ち上がりが見 られる。この立ち上がり付近

から外側は水平となる。 この地点で標高約27.35m

を測る。現状の立ち上がり上端で石棺中軸から墓壊

幅は約140cmが 想定される。深さは現状で約30cmを

測り棺身高に等 しい。ただし、棺身は墓墳底から厚

さ15cm粘土を敷いた上に置いているため、墓墳上端

よりも棺身は上となる。墓壊底は立ち上がり付近か

ら墓損中心に向って約20cm平坦となりそこから中心

に向って再び傾斜 して下る。今回の観察
求は墓墳の

最底部までは確認できなかった。

棺の設置方法は、まず墓壊に最深部付近で厚さ15

cm程度の浅黄橙色粘土を敷 く。粘土上面はほぼ水平

であるが、墓填端に向って若干高 くなる。 こうして

設置した粘土床の上に、次に赤色顔料を墓壊内全体

に散布する。赤色顔料は棺身付近で約 l cmと 薄 く、

墓娯端付近で約 5 cmと 厚 く堆積 している。赤色顔料

を散布 した後石棺を設置する。石棺縦断面からは頭

側が足側より7 cm高 く、横断面からは西側が東側よ

り約 2 cm高 くなっている。高低差は小さいことから、

頭位側を意識 して高く設置 したかどうかは不明であ

る。石棺を設置した後、棺身と墓壊の隙間を埋める

ように 5～ 10cmの厚さで再び浅黄橙色粘土を入れる。

粘土上面はほぼ墓墳上面に等 しく、現状で確認 した

墓墳上端が削平を受けていないとすれば、この段階

で墓娯は完全に埋まった状態になる。なお、この粘

土中からは鉄剣などの副葬品が出土することもあり、

赤 山古墳

赤山古墳も副葬品が残されている可能性は十分にあ

る。また、観察 した断面では墓壊の肩部付近に約10

cm幅のブロック状の粘土を確認 したが、この粘上の

意味は不明である。こうした粘土が他所でも普遍的

に認められるどうか課題である。

粘土を敷いた後、再び赤色顔料を散布する。厚さ

は約 5 cmで下層の赤色顔料の散布状況とほぼ一致す

る。層状に赤色顔料が確認できるのは墓娠内だけで

あるが、墓娯外 も部分的に赤色顔料が認められる。

これが周囲に飛散 したものか、さらに外側に墓壊の

立ち上がりのある二段墓壊になるのかは今後の課題

である。赤色顔料の上位は灰白色粘土が約10cm堆積

している。下位の粘土に比べて柔 らかく埋葬時の堆

積か判断は困難である。この層からさらに上層は腐

蝕土が堆積 している。周辺には割石等の石材は確認

できず、現在のところ竪穴式石室の可能性は低い。

(3)石棺の法量

石棺の長軸はN-27° ―Eで北側に石枕がある。

表面精査により棺蓋の両小日の様子が明らかとなっ

た。棺身は、南側小日は露出しているが、北側は土

中にあり詳細は不明である。棺蓋の法量は縄掛突起

を除いて長さ約254cmである。北側で確認 した縄掛

突起の長さが約23cmであり現状長277cmで ある。仮

に欠損 している南側の縄掛突起の長さも北側と同じ

とするならば全長は約300cmに 復元できる。棺身は

両小日とも縄掛突起の長さは不明で、縄掛突起を除

いた長さは約254cmで棺蓋と同 じである。幅は南側

小田部付近
云
棺身、棺蓋ともに約75cmを 測る。

は)棺蓋の形態

棺蓋上面は長軸辺の中間から両小日部にかけて弓

なりにゆるく下っており、両小口上端と長軸辺の中

間とは約 4 cmの比高差がある。棺蓋高は長軸中間地

点で約43cmで ある。

小日は下端から約25cm(縄掛突起付近では約30cm)

垂直に立ち上がり、そこから上位は上端に向かって

30° の傾斜でほぼ直線的に斜めに切っている。小日

端から斜めに切 った上端までの水平距離は両小日と

もに約40cmで ある。

縄掛突起は北側が隅丸方形、南側が楕円形で形状

が異なる。北側は棺蓋本体から切り離され、若干ず

れた状態で確認 した。北側小日の西端部から小日中

央の約25cm間 は垂直面の高さは中心に向って高 くな

り、以東で縄掛突起の切断痕がある。縄掛突起は現

状で長さ約23cm、 幅24cm以上、高さ約16cmで、側面
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は上端から下端にかけて広がり、断面は台形状をな

す。縄掛突起の上端はほぼ平坦で上端部は小口部の

斜めに切っている面に一部かかっている。

南側小日は縄掛突起を欠損 しているが、景1離痕か

ら形態が推察できる。縄掛突起は小日幅の中心付近

に位置 し、小口下端付近から楕円形状に削り出して

いる。西側がやや不鮮明ながら高さ約25cm、 幅約80

cmの 楕円形である。小日部東端から約20cm西が縄掛

突起の東端となり、上端は小日から棺蓋上端に斜め

に切っている部分に大きくかかっている。

棺蓋外面の側面は下端から若千外側に膨らみなが

ら立ち上がりそのまま曲線をもって上端に向ってい

る。上端には北側で若干稜線が見えるが明瞭な平坦

は確認できず、断面は半円を呈する。内面は盗掘孔

からの観察のため詳細な情報は得られないが、長さ

約214cm、 幅約50cm、 深さ約25 cmに 舎1り 抜かれてい

る。平面形は隅丸方形で、断面は上端がやや平坦気

味ではあるが、明確な稜線はなく曲線的な掘 り込み

である。上端の棺蓋厚は約15cmを測る。棺蓋下端の

平坦面は長軸辺で幅約12cm、 小口辺で幅18cmを 測る。

(5)棺身の形態

棺身はほとんどが土中のため北側小日の様子など

不明な点 も多いが、比較的露出した南側小口を主と

して検討 していく。

棺身長は縄掛突起を除き約254 cmを測る。幅は南

側小日部付近で約72cmである。上端には長さ約217

cm、 深さ約27cmの 隅丸方形の奢1り 込みが見 られる。

幅は南側小日部で約52m、 石枕の南付近で約55硼 を

測る。

短軸部の上端面は幅約19cm、 長軸部の上端面は幅

約1l cmを測る。

舎1り 込み部の北側短軸辺から南に約10cmに石枕が

長さ約30cm、 幅約45cmで見られる。頭部を安置する

箇所を径約12cm、 深さ約 3 cmの 円形に舎1り 抜き、そ

の周りに幅約3.5cmの 台形状の帯を配 している。 こ

の帯はそのまま肩の位置する箇所で左右に広がり棺

身側面に至り、北端側にはねあげている。全体的に

帯は左右非対称で西側側面の方が細長 く成形されて

いる。頭部安置箇所から肩部にかけては長さ約 4 cm、

幅約 3 cmの溝が伸びている。石枕から北と南の杏1り

込み底面は約 5 cmの段差になっている。

棺身舎1り 込みの底面は棺中央部が最も低 く両端に

向ってやや高 くなる。

南側小日は棺身上端から垂直に面をなす。中央部

に縦約2.5oal、 横約 3 cmの 楕円形の縄掛突起の剥離

跡が見 られる。下辺は水平気味で隅丸方形に近い形

態である。縄掛突起の周囲はあばた状の細かな凹凸

が多 く見られ、石棺製作時の工具痕と考えられる。

南側小日から見た棺身の形態は、上端から底部に

かけてやや膨らみをもって曲線的に傾斜する。そし

て、底部付近は平底気味になる。南側小日の上端幅

約72cm、 高さ約33cmを 測り、底部は約30cm幅が平底

気味である。

(6)工具痕

石棺製作時の工具痕は前述 したように棺身の南側

小日部で細かな凹凸の痕跡が無数に見られる。また、

棺蓋の南東隅付近の東側面にチョーナ痕の可能性が

ある細線が認められる。さらに棺身奢1り 抜き部の側

面には斜め方向の無数の細線が同方向に認められる。

これもチョーナ痕の可能性が強い (第22図 )。

(7)石材

使用された石材は古墳から西に答える火山の凝灰

岩である。火山の凝灰岩は白色の火山灰に l cm未満

の黒色ガラス、安山岩の挟雑物が入るのが特徴であ

る。凝灰岩の露頭に行 くと局所的に挟雑物の大きさ、

量において層状になっている箇所見 られる。多 くは

斜め方向に傾斜 した層が多いが、 1号石棺の棺身で

は縦方向に複数の層が確認できる。石壁から直接採

石 したのであれば石壁に対 してどのように採石 した

か明らかにできるが、石棺製作には転石を使用 した

可能性も強いので検討は難 しい。ただ、層に沿って

石は割れやナく、耐久性を高めるには層が横になる

のが良 く、また、製作 も容易であると推測される。

しかし、 1号石棺の棺身からはそのような意識は特

に見 られない。なお、棺蓋には挟雑物の層は認めら

れない。

(8)赤色顔料

棺身奢1り 抜き内部に赤色顔料が認められる。また、

棺蓋外面の東側面に若干赤色顔料の付着が確認でき

る。

第 3節  2号石棺

(1)現状

1号石棺に比べて露出部分が多 く、棺蓋は南側側

面と西側小日の一部以外はおおよその形態は確認で

きる。棺身はほとんどが土中で外観の詳細は不明で

ある。北側面の石枕から少 し西側は幅約60cm、 高さ

約15cmの盗掘孔が穿たれており、その時の工具痕が
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顕者に認められる。また、現状墳丘の北側斜面でこ

の石棺材と思われる石材が数点転落 している。棺身

と棺蓋は棺蓋が約 7 cm西 にずれている。棺蓋は盗掘

孔付近で横に割れ、そこからやや東側で棺身 も横に

割れが見られる。 2号棺は石棺の埋設状況が確認で

きず、一度蓋が開けられたか検討できないが、過去

の記録からは開けられたことが指摘されている。

(2)石棺の法量

棺蓋は縄掛突起を除いた長さ約226cmを 測る。欠

損 した縄掛突起の一部を含む現存長 は約231 cmで あ

赤 山 古 墳

L=279m

0              50cm

る。棺蓋幅は東側小口部のみ観察でき、約64cmを 測

る。高さは東端で最大となり約37cm、 西端で最小と

なり約30cmを 測り、東から西へ傾斜 している。棺身

は土中のため形態は不明である。

(3)棺蓋の形態

平面形は東端の頭部側から西端の足部側に向かっ

て狭 くなり、高さは東端の頭部側から西端の足部側

にかけて低 くなっている (比高差約 7 cm)。 小口部

は端部から高さ約 l omは 垂直に立ち上がり、そこか

ら上位は上端に向って45° の角度で斜めに切ってい

A

杉

A'

280m

B'
Ｆ
＝
”
Ｎ
６
ヨ

第23図 2号石棺 平面・立面・ 断面図 (1/20)
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0                 10cm

1号石棺石枕 (上 )・ 棺身南側小日 (下)拓影図 (1/3)第24図
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る。小口端から斜めに切った上端までの水平距離は

20～ 22cmである。

縄掛突起は両小日共に欠損 しているが、剥離面の

観察から西側小日部が径約16cmの 円形を呈する。西

側小日部の縄掛突起の位置は小口部ほぼ中央で、上

部は一部小日の斜めに切っている箇所にまで及んで

いる。

西側小日部は下部が土中のため全体の把握は困難

であるが、中央付近に径 l om程度の円形の縄掛突起

の剥離痕が確認できる。東側と同様に上部は一部斜

めに切っている箇所にまで及んでいる。

棺蓋外面の側面は下端から若干内側に傾斜 して直

線的に約10cm立ち上がる。そこから上位は曲線的に

上端に至っており、側面下半には明瞭な面が見 られ

る。上端は曲線的で平坦面は見られない。

内面の奪1り 込みは4隅が隅丸で稜線が認められな

い。断面 も台形気味ではあるが角がとれ丸 く春1り 込

まれている。

(4)棺身の形態

大部分が土中のため形態の把握はできない。内側

奢1り 込み部の東端から23cm西に石枕が見られる。

石枕は人間の頭から肩のラインに似せて奢1り 込み

部を彫 りこんでいる。頭部安置地点は最大幅約1lcm、

長さ13cmで 1号棺のような円形にはならない。肩部

への接続は南側が北側に比べて直線的で左右対称で

はない。一方、頭部安置地点の周囲は1号石棺で見

られたような台形の帯は認められない。一部北側に

曲線上の掘り込み線が頭部の掘 り込みを周っている

が、全周はせず工具痕か傷の可能性が強い。肩部は

なで肩に掘 り込み、ここを境に東と西は段差になり

約 3 cm西側が低 くなっている。頭部安置箇所の周囲

は幅 l cmの 工具痕が頭部安置箇所を取巻 くように密

に施されている。頭部安置箇所の底面は円形に窪め

ているが、そこにも細線の工具痕が見られる。また、

肩部から下 も幅約 l cmの 工具痕が確認できる。

棺身内面の奢1り 抜きは 1号石棺と同じ隅丸方形で

あるが、 2号石棺の方が東側小日の短辺ラインが曲

線的である。なお、各隅の下半には直線的な稜線が

確認できる。

(5)石材

1号石棺と同様の火山産の凝灰岩である。棺蓋、

棺身ともに表面監察すると黒色ガラス、安山岩の挟

雑物が大きさ、量によって層となっている。 1号石

棺の棺身では同様の層が縦方向見られたが、 2号石

棺の場合は棺蓋、棺身ともに横方向に確認できる。

棺蓋外面は横方向に稜線をもつ凹凸が側面に確認で

きるが、この稜線は石材の層に一致する。石棺の耐

久性を考えた場合、石材の層は横方向が良 く、一見

2号石棺の方が合理的な作 りである。ただ、棺蓋下

端を見ると下端面は石の層と必ずしも平行でないこ

とから、やはり成形に際して石の層の意識は殆んど

していなかったと推測される。

(6)赤色顔料

赤色顔料は棺身内面奢1り 込み部内部の全面に認め

られる。

第 6章 まとめ

第 1節 墳丘削平の経過と墳丘の復元

(1)墳丘削平の経過

赤山古墳は開墾、宅地造成により墳丘は縮小の一

途を辿 り、かつて全長50mだ ったという前方後円墳

の面影は現在全 く伺うことができない。そこで、写

真、地籍図や現状の観察から赤山古墳本来の形態を

検討する必要がある。この節ではまず、過去の墳丘

に関する記録、記載とその変質の経過を記述する。

安政 2年 (1855)の 赤山古墳の発掘が伝えられて

いるが、遺物の発見は古墳の開墾中の出来事であり、

江戸時代末には古墳の削平ははじまっていたと考え

られる。明治23年 (1890)の地籍図 (第 26図)で は

現存する墳丘の位置に基の記載が認められるが、前

方部の地割は全 く確認できず、前方部の削平は進行

していたと考えられる。ただ、古墳西側を通る道は

前方後円形に曲がっている。大正11年 (1922)の大

内麗谷の記録では年々開発が進み、墳丘裾周りは14

～15間 =25～ 27m、 高さ 3間 三約54mに なり、墳

頂部 も削りとられて平地が出来ているとある。氏は

前方後円墳の存在を知りながら赤山古墳を円墳と評

しており、それだけ前方部の削平が顕署であったの

だろう。大正15年 (1926)の『大川郡誌』、昭和 3

年 (1928)の赤山古墳の報告書では前方後円墳と評

価 し、墳丘の略平面、側面図が記載されている (第

27図 )。 墳丘は現在残る後円部の一部以外は畑地化

されているが、上端の畑が前方後円墳形をしており、

その畑の全長から30.5間 =約55mの前方後円墳 とし

ている。この前方後円墳形の畑の上に墳頂部が南北

26尺 (約7.8m)、 東西24尺 (約 7.2m)、 墳丘裾周 り

126尺 (38m)の土鰻頭がある。 また、上端の畑か
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第26図   明治23年地籍図

(赤山古墳は左上の墓と記載のある所)

写真 6 開発直後の赤山古墳 (南から)
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ら下は 2段のテラスが前方後円形の畑を周っており

基部からの高さ 5・ 6間 (約9.lm)を 測る。

昭和10年 (1985)、 梅原末治氏は赤山古墳を実査

し、『いまは著 しく陵夷 しているが、 もと南面 した

前方後円墳と覚 しく、僅かに封上の形をとどめてい

る』としている。同年、寺田貞次氏は赤山古墳を前

方後円墳と思考するものとして指摘 している。

戦後、昭和22年に撮影された航空写真 (写真 1・

以下では22年航空写真と呼称する)に は前方部が確

認できる。昭和 3年の記録では前方後円形の畑の下

に段が 2段あると指摘されているが、航空写真にも

3段の畑が確認できる。前方後円形になっているの

は最上段の畑のみで下位は直線的である。西側は昭

和 3年の略図で前方後円形に描かれているが、22年

航空写真では西側は道路で削平され直線的なライン

に変化いる。

昭和39年の航空写真 (写真 2・ 以下では39年航空

写真と呼称する)は、22年航空写真で見 られた前方

部先端を境として南側の上段の畑が削 られている。

また、前方部は畑となっている様子が伺える。 (昭

和29年刊行の津田町史には墳丘南面が畑となった赤

山古墳の写真が掲載されている)。 上段下の 2段の

テラスは残存 している。

昭和42年航空写真 (写真 3。 以下では42年航空写

真と呼称する)は県道津田・ 川島線の拡幅工事の様

子が伺える。時を同 じくして古墳は後円部の一部を

残 して完全に削平されている。六車恵一氏によって

撮影された削平直後の写真があるが (写真 5～ 7)、

上段の畑は円部の墳丘の一部を残 して削 られ上端か

ら1段下の畑地の高さで平坦地にしている。ただ、

後円部東西の延長上は帯状に残こしており、後円部

東側の露出した崖の断面に葺石と思われる石材の傾

斜が東西両方に確認できる。後円部を南から見た写

真では後円部は西にくらべて東側がゆるやかに傾斜

している。そして、葺石を確認できる位置は西側よ

りも東側の方が現状の墳丘裾から近 く、東側は西側

に比べて比較的本来の墳丘傾斜を留めていることが

推察される。同様の指摘は南北面でも同様で、北側

が南にくらべて傾斜がゆるやかで、南側は大きく削

平されている。これは南側の傾斜面に 1号石棺が露

出して突き出ている現状からも伺える。

昭和45年航空写真 (写真 4・ 以下では45年航空写

真と呼称する)は県道津田・ 川島線が完成 し、古墳

周囲が宅地化 している。後円部東側に残された畑の

上段 も削平され、後円部北側も大きく快 られ現状に

近い状態である。後円部北側は削平によって崖を呈

赤 山古 墳

していたが、昭和53年に応急対策としてモルタル吹

き付けにより土砂の流失防止を行なっている。

現状は、後円部北側も建物が建ち、建物間に後円

部の一部が残された状態にある。また、上段畑から

2段下のテラスは古墳の東南において一部残存 して

いる。

(2)墳丘の復元

後円部は現状墳丘の西側平坦地の南崖面で葺石の

傾斜が確認できた。葺石は標高約23.3mま で見られ、

その地点で岩盤は傾斜から一旦平坦となり、幅20～

30cmで テラスが続いた西で再び傾斜する。 このテラ

ス直上には浅黄橙色土が堆積 しており、小礫と円筒

埴輪片を含み、この地点が後円部の西側墳丘裾部と

推察する。標高は岩盤直上で約231mを測る。

墳頂部は南北方向に 1号棺、東西方向に 2号棺が

L字状に配置されている。後円部の中心点は現状か

らは判断できないが、仮にこの 2つ の石棺の間とす

ると、おおよそ石仏付近となる。ここから上述 した

後円部西側の墳丘裾までの距離は約115mを測 り、

導き出された後円部径は約23mに 復元される。中心

点の誤差を考慮 して22～ 26mと推察する。 これは従

来指摘されていた径30mか らは少 し小さい。

前方部は22年航空写真で確認できる。39年航空写

真では前方部先端から南が削平され、42年航空写真

は後円部の一部を残 して完全に削平されている。45

年航空写真にはかつての前方部先端付近に宅地の境

界線であるブロック塀が築かれている。このブロッ

ク塀は現在 も見 られ、かつての前方部先端付近を示

す。よって、ブロック塀付近を前方部の先端として、

前方部長さを復元すると約20mに なる。後円部の径

によって前方部長は変わるものの、おおよそ後円部

に近似 した法量が指摘できる。

以上から前方後円墳の全長はおおよそ42～45mと

推測する。従来、後円部径30m、 前方部径20mの全

長50mの前方後円墳と指摘されてきたが、今回の検

討において墳丘はやや小さくなった。ただし、後円

部西側の崖面で確認 した裾部からさらに一段下に墳

丘が周る可能性 もあり上述の規模を断定することは

できず、現状ではそれを確認することも困難である。

資料的な制約はあるが、前方部の形態は22年航空

写真からはくびれ部から先端に向かって広がってお

り、やや発達 した前方部が推測できる。
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第 2節 寺1抜式石棺について

火山産の奪1抜式石棺に初めて注目したのは六車恵

一氏である。昭和43年 (1968)、「讃岐の古式古墳」

において、高松市から西の三豊郡までの春1抜式石棺

が鷲の山産の角閃安山岩であるのに対 して東の大川

郡のそれが相地産の凝灰岩製であると指摘 している

(六車 1968)。 県内における2ケ 所の石棺採石地に

対 して藤田憲司氏は鷲の山産石棺と火山産石棺の形

態的な差異を示 し、赤山古墳に関して阿蘇の舟形石

棺との共通性を指摘 している (藤田 1976)。

渡部明夫氏は讃岐における鷲ノ山石奪1抜式石棺の

変遷として円柱形をした舎1抜式石棺から足部の幅が

狭まり、棺蓋が高 くなって屋根形をなすとともに、

棺身の底部が平底化 し、側縁部が高 く直立するとい

う変化を指摘 し、快天山古墳 1号・ 2号石棺から3

号石棺へ、そしてその延長に安福寺石棺や三谷石舟

古墳石棺への変化を指摘 している。一方、火山石奢1

抜式石棺も鷲の山産と類似 した変遷を辿るとし、火

山石石棺群の最古式を赤山古墳石棺とし、鷲の山産

の最古式である快天山古墳石棺との共通性を指摘 し

ている。

大野宏和氏はこのような 2つ の石棺群に対 して石

棺の搬出先が互いに異なることを指摘 している。

(ノく里予  2001)。

一方、北山峰生氏、横田明日香氏は石材による分

布の差異をそのまま石棺製作集団の差とする考えに

反対 し、石棺の再検討を実践 している (北山2005・

2006)、  (ん簑E日   2006)。

本節ネはこうした石工集団の問題を検討する材料

として赤山古墳石棺の形態的な検討を行 っていく。

渡部明夫氏は赤山古墳石棺の評価として、 1、 全

体として快天山古墳との類似点が大きいが、棺蓋短

辺部の形態が大きな相違点である、 2、 時期的には

足部をわずかに狭 く作ること、掘り込みの短辺部が

矩形であることから、快天山 1・ 2号石棺よりは後

出する、と指摘 している。また、 3、 1号 と2号の

時期的な関係は 1号棺身の掘り込みの横断面が半円

形であるのに対 して 2号石棺が矩形になることから

1号⇒ 2号を指摘 している。以上のような指摘を俎

上にのせ、 2基の赤山古墳石棺の特徴と時期的な関

係、鷲ノ山石棺との関係について検討 していく。

まず石棺の形態であるが、 1号棺は円柱形に近い

のに対して、 2号棺は足に向って大きくすばまり、

1号⇒ 2号が指摘できる。この要素と関わる特徴と

して、棺蓋の最高地は 1号棺が石棺中央にあり両小

日に向かって傾斜するのに対 して 2号棺は頭位が高

赤 山古 墳

く、足位にかけて傾斜 している。

棺蓋は2号棺の方が相対的に 1号棺より高 く1号

⇒ 2号が指摘できる。側面は 1号棺が曲線的に膨み

ながら傾斜するのに対 して、 2号棺では長軸辺に側

面が認められ、その部分には丁寧な調整が認められ

る。これも1号⇒ 2号への変遷が指摘できよう。こ

のように赤山 1号棺から2号棺への形態変遷が指摘

でき、それが快天山 1・ 2号から3号墳への変遷と

ほぼ共通することからは火山石の舎1抜式石棺と鷲ノ

山の春1抜式石棺の密接な関わりが指摘できる。渡部

氏の指摘は正鵠を得ている。

一方、毒1り 込みの状況は上記の変遷とは反対の展

開をみる。つまり、 1号棺が矩形であるのに対 して

2号棺は丸みをもっている。快天山古墳の変遷を援

用すれば 2号棺から1号棺への変遷が指摘され、他

の要素と矛盾する。 1号棺が快天山古墳 1・ 2号棺

よりも新 しいと考える唯―の要素がこの矩形の舎1り

込みであり、 1号棺よりも新 しいと想定される2号

棺で快天山古墳 1・ 2号棺にほぼ共通する舎1り 込み

をもつことからは、幾多もの解釈が想定される。奪1

抜を優先させれば 1号棺と2号棺の変遷は逆転する

ことになり、かえって他の要素が快天山古墳石棺の

変遷と矛盾することになる。現段階では新 しい 2号

棺の要素に古い属性が採用されていると解釈するこ

とが合理的である。 2号棺に古い属性が使用されて

いる点からは 1号棺と2号棺には大きな時間差がな

いと考えることができる。それは同時に快天山古墳

との時期的な差異もほとんどないと理解することに

なる。

それを示す資料として赤山古墳 1号石棺と快天山

古墳 1号石棺の類似性がある。快天山古墳 1号石棺

は現在実見することができず、写真・図面からの比

較となり限界はあるが、以下に類似点を見ていく。

まず、形態であるが、両者ともに頭部と足部の幅

がほぼ同 じで中央が広 くなる形態を有する。また、

棺蓋の最高地点は石棺中央部にあり、両小日に向かっ

て若干低 くなる形態も共通する。棺蓋側面の立ち上

がりは下端からやや膨らみながら立ち上がりそのま

ま曲線をもって上端にいたっている。内面の断面形

にやや相違はあるが、棺蓋の断面形も類似している。

縄掛突起は赤山古墳 1号石室の北小日は隅丸方形で

あるが南小日は楕円形を呈 し快天山 1号石棺と共通

する。

次に法量であるが、これが何よりも両者の類似点

が指摘できる要素である。第30図 は両石棺の各部の

法量を比較 したものである。非常に近い数値でほぼ
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第29図 快天山古墳と赤山古墳の石棺の変遷 (1/80)
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第30図  快天山古墳 1号石棺と赤山古墳 1号石槽の比較 (1/40)
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5 cmの 誤差に収まる。まさに同一の設計図を推測さ

せるが、棺身高に関しては10cmと誤差が大きい。

棺身高は赤山古墳石棺が10clll低 いがこれは底部を

平坦気味に整形 したためと考えられる。赤山古墳の

棺蓋高は42cmあ り、外形のラインもおおよそ共通す

ることから棺蓋と棺身は同規格で採石 したものの、

成形段階において底部を水平にした分棺身高が低 く

なったものと推察する。快天山古墳 1号石棺は棺身

と棺蓋の高さはほぼ共通 しているが、側面の整形に

棺蓋との差異が指摘できる。両古墳の棺蓋は断面形

を見るに似通っていることから、同規格、同形態で

採石されたものが整形段階で互いに異なる棺身とし

て完成 したのではないだろうか。

最後に相違点も指摘 しておきたい。相違点は奢1り

抜きの隅部、石枕、縄掛突起の形状である。特に剣

り抜きの隅部は快天山古墳 1号石棺が曲線的である

のに対 して赤山古墳 1号石棺は隅丸方形であり、こ

の属性が両者の時期を分かつ根拠にもなっている。

もちろん型式組列からは時間差が想定されるものの、

その他の共通点、何よりも法量の類似点からみれば

互いの時期差はほとんどないと結論づけることがで

きよう。

以上、赤山古墳杏I抜式石棺の検討からは火山産舎1

抜式石棺である赤山古墳石棺の形態変遷が鷲の山産

参1抜式石棺である快天山古墳石棺の形態変遷と極め

て類同していることが解 り、渡部氏の指摘を検証す

る結果となった。特に快天山古墳 1号石棺と赤山古

墳 1号石棺は形態のみならず、各部の法量において

も極めて類似 していることが判明し、このことから

両古墳の石棺に時期差はほとんどなかったと結論に

至った。両石棺は特に緊密な関係にあることが指摘

できる。火山と鷲の山を使用 した石工集団が別の集

団になるのか、おなじ石工集団と考えられるのかは

今回の検討のみで結論の出る問題ではない。今回の

検討では両者の石棺が赤山古墳と快天山古墳という

両古墳を介 して非常に密接な関係にあることを指摘

するものである。

第 3節 円筒埴輪の検討

現墳丘の西側平坦地の南側崖面で本来の墳丘の立

ち上がりが断面で確認でき、葺石の残存 していたこ

とは上述 した。その葺石の下端付近はテラス状を呈

し、その上には浅黄橙色土が堆積 し小礫と埴輪片を

含んでいた。埴輪はすべてにぶい黄橙色を呈し、胎

土も類似 している。この中で図示できたのは2点あ

る。

赤 山古 墳

外面に縦ハケ、内面にケズリが確認できること。底

径が30cm台であることからは、快天山古墳や岩崎山

4号墳の円筒埴輪との共通点が指摘できる。さらに

細かな時期区分は資料の増加を待つ他はないが、こ

れまでの指摘どおり、 4世紀半ばから後半が想定さ

れる。

第 4節 赤山古墳の評価

今回の調査で現状墳丘の外側で墳丘が残存 してい

る可能性は西側の取り残された上段の畑のみである

ことが想定された。この部分の葺石を検出すること

によって後円部径の判明する可能性は残されている

が、西・ 北・ 南面の 3方が崖状になっており困難な

状況にある。今回検討した過去の記録や航空写真に

よる墳丘復元は推測の域を出るものではないが、一

応の目安として検討 した。

墳丘測量調査ではこれまで不明であった具体的な

石棺の方位、現状の墳丘規模が判明した。また、葺

石や円筒埴輪片の採集、 1号石棺下の墓壊の確認か

ら赤山古墳を検討する資料は若干ながらも増加した。

今回判明した資料から現段階で赤山古墳を位置づけ

るならば、まず、今1抜式石棺の方位は厳密な東西、

南北の指向ではないことが判明した。方位の意識よ

りは前方後円墳の主軸を意識 して、主軸に対 して直

交、平行関係になることを意識 しており、その中に

北頭位、東頭位を指向しているといえる。 このこと

から、赤山古墳は東西方向を指向する讃岐の古墳の

特徴は有 していないといえる。

日筒埴輪が数点採集されたが、内面にケズリ、外

面に縦ハケが見られるのは岩崎山 4号墳と共通する

要素であり、おおよそ 4世紀中頃から後半に位置付

けられることは確認できた。

杏1抜式石棺の検討からは、快天山古墳の 3基の石

棺に見 られた同様の形態変化を赤山古墳でも看守で

き、快天山古墳との時期的な近さと石棺を介 した近

しい関係が推測された。特に快天山古墳 1号石棺と

赤山古墳 1号石棺は一部形態に違いはあれ、各部の

法量差は 5cm内 に収まる非常に似た石棺であるこ

とが判明 した。鷲の山石石工集団と火山石石工集団

の存在の是非、両石棺の関係についてはこれからの

課題とする点が多いが、両者の密接な関わりの一端

はより強 くなったといえる。津田湾古墳群内の石棺

を比較すると、先学者が指摘するように岩崎山 4号

墳と赤山古墳の石棺では形態的なへだたりが大きく

そのことが火山産石棺の石工集団の存在を不明瞭に

しているのが現状である。こうした中で昨年度確認
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された一つ山古墳の毒1抜式石棺棺蓋は明瞭な側面を   渡部明夫 2002「快天山古墳石棺の再検討及び最近

有するが岩崎山 4号墳石棺のような凸帯は見られず、

形態的には赤山古墳 2号石棺との時期的な近さが推

測される。藤田氏が指摘した棺蓋短辺部上面を斜め

にきる特徴が一つ山古墳に同じように認められるが

否かで火山石石工集団の存在を解決する糸口にもな

ろう。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

旧寒川町教育委員会では、寒川町石田東甲1750-4

に所在する蓑神塚古墳の復元について以前から検討

をしていたが、実施するには至 らずにいた。平成13

年度になり、古墳の復元方法を検討するための遺跡

内容確認調査を計画 した。調査内容は、石室の現状

調査を行なうこととし、平成14年 3月 14日 ～ 4月 3

日に調査を実施 した。続いて平成18年、古墳の墳丘

範囲の把握を目的として トレンチ確認調査を行なう

こととなった。衰神塚古墳の周囲は西側が宅地とな

り、北側は地面がコンクリー トで固められ、東側は

傾斜面を切って南北に舗装道路が通っており墳丘範

囲の確認可能な場所は南側の畑であった。調査は平

成18年 11月 20日 ～12月 22日 の期間で実施 した。12月

1日 に前庭部の石積を確認 し、12月 18日 に墳丘と周

溝を確認 した。

平成18年度の調査体制は以下のとおりである。

(調査体制)

さぬき市教育委員会生涯学習課

課  長  六車  均

課長補佐  佐伯 宗澄

係  長  山本 一伸

主  事  鶴身 昌大

》 ◆

蓑神塚古墳

大川広域行政組合埋蔵文化財係

主  査  阿河 鋭二

主  事  松田 朝由

技 術 員  多田  歩

技 術 員  武井 美和

第 2章 蓑神塚古墳の立地と歴史的

経過

蓑神塚古墳の位置するさぬき市寒川町石田は南部

が阿讃山脈から派生する丘陵で、北の平野部に向っ

ていくつもの尾根が伸びている。古墳は谷部に造成

された明神池、御田神辺池に挟まれて北に伸びる丘

陵の東側山腹傾斜面の裾近 くに立地する。

これまでさぬき市寒川町石田において旧石器時代

の遺跡は確認 していない。

縄文時代は後期の土器、石器が加藤遺跡、石田高

校校庭内遺跡で、晩期の土器が森広遺跡、石田高校

校庭内遺跡で出上 している。

弥生時代前期は石田高校校庭内遺跡で縄文時代晩

期の土器とともに甕が出土 している。中期は蓑神遺

跡で環濠 らしき3条の溝とともに中期末の甕が出土

し、極楽寺墳墓群で消失家屋から土器片、石器、鉄

製品が出土 している。布勢遺跡では包含層から中期

末の土器が多量に出上 している。天王山遺跡では竪

穴式住居が見 られ、多数の石鏃、打製石包丁が採集

鸞
峰

式
代
サ

第31図  遺跡位置図
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蓑神塚古墳

1 衰神塚古墳

2 白磁出土地

3 蓑神古墳群

4 大衰彦神社

5 蓑神遺跡

6 蓑神東古墳群

7 極楽寺墳墓群

8 極楽寺廃寺

9 相ノ山古墳群

10 極楽寺古墳群

11 中尾古墳

12 森広天神山古墳

13 森広天神遺跡

14 石田高校校庭内遺跡

15 森広遺跡

16 加藤遺跡

17 本村・横内遺跡

18 布勢遺跡

19 石田城跡

20 石田神社境内古墳

21 石田神社遺跡

22 野崎古墳

23 道味 1号墳

24 道味 2号墳

25 道味遺跡

26 大末古墳群

27 山田地区の横穴式石室

28 山田 1号墳

29 山田 2号墳

30 赤山古墳

31 国弘城跡

32 天王山 1号墳

33 天王山 2号墳

34 天王山遺跡

35 金山 1号墳

36 金山 2号墳

37 金山 3号墳

周辺主要遺跡位置図 (1/20000)
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されている。この他、布勢神社周辺から東の御田神

辺池周辺にかけて石器を採集できる石田神社遺跡で

は磨製石包丁が採集され、極楽寺地区集落東側の極

楽寺遺跡では土器片、石鏃、扁平片刃石斧、墾形石

器が採集されている。中期の遺跡は丘陵上に多 く、

丘陵上に集落を営み、その下の谷平地で稲作を行なっ

ていたと推測される。

弥生時代後期は平野部の南端に当る砂礫台地上に

遺跡が多 く営まれるようになる。1911年に8点以上

の巴形銅器が出上 した森広天神遺跡、平形銅剣 3点

が出土 したといわれる石田神社遺跡、周辺住居跡と

ともに扁平紐式袈裟欅文銅鐸片 7点の出土 した加藤

遺跡、数次にわたる調査で弥生時代後期・古墳時代

末 。平安～室町時代の集落跡が確認された石田高校

校庭内遺跡、溝とともに多量の土器の出上 した布勢

遺跡、弥生時代後期前半～終末期の集落及び円形周

溝墓、土器棺墓等の墓域を検出した森広遺跡があり、

これら東西約400m、 南北約800mの 遺跡群を森広遺

跡群として捉え、多彩な青銅器を保有する弥生時代

後期・終末期の大型化 した集落と評価されている。

その他、森広遺跡群か ら約1.5km南 西の地蔵川東岸

の河岸段丘に位置する道味遺跡では後期の竪穴式住

居、集積遺構、土抗を検出しており森広遺跡群との

関連性が興味深い。

古墳時代前期は現在のところ石田地区では集落、

墓地ともに希薄であるが、列石をもった墳基、箱式

石棺、木棺墓、土損墓等を検出した極楽寺墳墓群が

確認されている。布勢遺跡では前期から中期にかけ

ての土師器類が多量に出上 し、性格ス明の小穴群を

確認 している。周辺に集落跡のある可能性が強い。

布勢遺跡では他に勾玉 3個が伝わる。碧玉製の 1例

は頭部に三条の沈線を施 した丁字頭となっている。

古墳時代中期は石田神社境内古墳群において須恵

器大甕が出土 している。 5基の古墳があり、古式群

集墳として評価されている。赤山古墳は墳丘に円筒

埴輪が見られ、中期から後期にかけての特徴が指摘

されている。この他、山田古墳、道味古墳に中期古

墳の可能性が指摘されているが、遺物等は現存せず

詳細は不明である。

後期は初頭の須恵器が極楽寺古墳群の採集資料の

中に含まれているが 6世紀初頭の古墳は未見である。

後期中頃 (6世紀中頃)の天王山古墳の後、後期後

半に入ると石田地区で多 くの古墳が確認できる。山

田地区の横穴式石室、大末古墳群、野崎古墳、蓑神

古墳群、蓑神東古墳群、極楽寺古墳群、相ノ山古墳

群、中尾古墳等があり、阿讃山脈から伸びる尾根上、

蓑神塚古墳

山腹傾斜面に立地 している。一方、石田地区平野部

の独立丘陵には天王山 2号墳、金山古墳がある。

後期古墳は7世紀以降も追葬されるが、 7世紀後

半以降の須恵器はほとんど認められず、 7世紀後半

は古墳への埋葬が行なわれなくなったといえる。 こ

の頃 (7世紀)の集落遺跡として森広遺跡の竪穴式

住居跡群があり、古墳との関連が注目される。また、

7世紀中頃の掘立柱建物跡は8世紀代の条里の方位

に合った建物とは異なった方角を指向する。なお、

森広遺跡の北約200mは南海道の存在が指摘されて

いる。

律令制下の石田地区には寒川郡石田里が定められ、

四天王寺伽藍配置が想定される極楽寺廃寺が建造さ

れている。白鳳期から平安時代までの短弁蓮華文軒

丸瓦、重弧文軒平瓦、偏行唐草文軒平瓦、鴎尾が出

土 した他、経筒 (明治18年発見、平安時代)、 鉄錫

杖、奈良興福寺金堂鎮壇具であつた唐草双鸞八花鏡

の踏み返 し鏡 (明治18年発見)が出上 している。昭

和 6年刊行の『石田村誌』には極楽寺廃寺の南西 2

町 (約200m)に窯跡のあったことが指摘 されてお

り、極楽寺廃寺の瓦を焼いていた窯跡との云い伝え

を記載 している。

極楽寺廃寺の南西700mの丘陵傾斜面に大蓑彦神

社がある。この神社は延喜 5年 (905)か ら延長 5

年 (927)に わたって編集された『延喜式』のうち

の「神名帳」に記されたいわゆる延喜式内社である。

現在の大蓑彦神社から北側の丘陵裾部から12世紀の

白磁四耳壼が出土 (昭和32年頃発見)しており、神

社との関わりが推演↓される。 また、中世 (1245～

1254年)に は讃岐国寒川郡司讃岐基光が大般若経600

巻を寄進 している。

地蔵川を南に遡った山間部の小倉には小倉廃寺が

あり、山岳の峰の薬師と呼ばれる尾根上や谷部には

礎石や布目瓦が確認されている。

集落は石田高校校庭内遺跡、森広遺跡、本村・横

内遺跡で条里の方角にあう掘立柱建物跡や溝跡を検

出しており、森広遺跡の 8世紀前半の溝からは、土

師器、須恵器に混 じって回転台土師器や東北系黒色

土器、北関東系の盤が出土 している。

文献では康治 2年 (1143)の大政官牒案に「石田

郷」の記載が見られる。

中世は嘉元 4年 (1306)の御領目録によって昭慶

門院領になっていたことがわかる。

石田高校校庭内遺跡や本村横内遺跡において鎌倉

時代から室町時代にかけての集落跡が検出され、布

勢遺跡からは同時期の遺物を多く含む溝を検出てい
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る。五輪塔等の石造物は各地に点在するが、石田城

跡の光明寺境内には永徳年間の五輪塔地輪が確認で

きる。

城跡は石田城跡、国弘城跡が認められる。

0                   10cm

第33図 蓑神地区出土白磁四耳壷 (1/3)

第 3章 蓑神塚古墳に関する過去の

記載について

衰神塚古墳周辺に多くの横穴式石室が開回してい

たことは『讃岐国名勝図会』の「門入―…仏の穴と

t略 地ゝ名あり……塚穴所々に多 し」や『新撰讃岐国

風上記』の「門入の所々に在。穴居の跡なり」の記

載から伺うことができる。蓑神塚古墳について詳細

な記載を記 したのは大内阻谷である。『石田村古蹟

考』において墳丘は大部分が残 り (墳丘裾は左右か

ら掘 り付けられ改変している)円墳であること、 2

個の玄室をもつこと、南北両端が開口していること、

墳頂には祠と2尺 5寸の柏があり、付近に陶器、土

師器片、葺石が見られることが指摘されている。ま

た、古墳の法量が具体的に記載されており、古墳の

封土は高さ2間 (3.6m)、 周囲 3間ばか り (約 5,4

m)、 羨道 (大内氏は玄室の前室 と記載 している)

は高さ 7尺 5寸 (約 2.3m)、 奥行 7尺 (約 2.lm)、

濶さ 6尺 (約 18m)、 後室は高さ 5尺 3寸 (約 1.6

m)、 横幅 6尺 (約 1.8m)、 奥行 5尺 5寸 (約 1.65

m)と 記載されている。天丼には各 3枚 の石がある

と記載されているが、現在、玄室奥の 1石は崩落 し

石室の北側に置いている。

有馬清平氏は『石田村誌』で蓑神塚古墳を記載 して

いる。記載内容は大内盟谷氏とおおよそ符合するこ

とから大内氏の文を参照に執筆したものと思われる。

ただ、一部、記載の異なるところがあり、大内氏の

墳頂部で記載 していた祠付近の陶器、土師器片、葺

石に関して今はなしと記載 している。石室の評価は

大内氏の記載を継承 して玄室 2室の特異な形態で合

葬もしくは重葬としている。両氏の以上のような評

価は奥壁の石材が抜き取 られて羨門と両方に入口が

あったこと、玄室の天丼の高さと羨道の天丼の高さ

がほぼ同じであったことに起因する。1985年古瀬清

秀氏は『寒川町史』において北端の奥壁及び蓋石の

一部が崩落 して玄室奥壁側から羨道が見通せるよう

になっていると正当な評価を行なっている。

第 4章 墳丘と横穴式石室の現状

平成14年の調査では玄室と羨道の床面の一部の発

掘と横穴式石室の実測を実施 している。また、今年

度は墳丘測量図を20cmコ ンターの縮尺 1/50で実施

している。本節ではまず、墳丘と横穴式石室の現状

と平成14年の調査で出上 した遺物について記載する。

第 1節 墳丘の現状

ノヘ■Lll生Fυリノか`rJ「、υワr百」司tC tckナ員三二t/7ノ＼司)ク丁ρ〕4f4L

し円墳であると記載 しているが、平成19年の現状で

は墳丘の削平が著 しく墳丘は方形状となり、本来の

形を伺うことはできない。墳丘東側は墳頂部から1

m下位まで急傾斜となり、封上の流出を防ぐため土

嚢が傾斜面につまれている。そこから下位は比較的

ゆるやかとなるが1.5m下 った標高51.5m付近でコ

ンクリー トの用壁となり、約 lm下位は南北方向の

道路となる。今回の トレンチ調査で標高51.5mに 墳

丘裾が位置することが確認でき、古墳の立地面を一

旦平坦にしてから盛土を行なったとすれば墳丘東側

の用壁上面はおおよそ墳丘の基底部になる可能性が

ある。墳丘の北側は石室の奥壁が崩壊 している状態

で、本来奥壁が想定される箇所に石室材の巨石が散

乱 している。その下場は現在コンクリー トで固めら

れている。墳丘の西側は宅地が隣接 している。墳頂

部から若千傾斜 した西に宅地があり、地面はコンク

リートで固められている。墳丘の南側は畑と隣接 し
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ている。境界は西側の宅地はコンクリー ト塀で区切

られているが墳丘の南は墳丘が傾斜 してそのまま畑

になっている。墳丘斜面は一部開口して石室内部を

伺 うことができる。西側には花蘭岩の巨石が斜めに

置かれており、はずされた羨道部の天丼石と考えら

れる。

墳頂部は封上が流出して天丼石 3石が露出してい

第34図   墳丘測量図 (1/100)

る。露出した天丼石の北側に木製の祠があり、その

下部には五輪塔片を集積 している。

現状の墳丘は墳頂部標高約54mで、墳丘高は約2.

5mを測る。墳丘は周囲のほとんどがコンクリー ト

で固められており、南北 9m、 東西 7mの方形状に

封土が残る。
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第 2節 横穴式石室

現状の全長約8.3mの両袖式の横穴式石室である。

石室の主軸は】ヒから7° 東に傾いている。石室は奥

壁と奥壁部の天丼石と側石が崩落 しており、羨道側

は南端の天丼石が崩れて斜めに落ち込んでいる。さ

らに南にも天丼石は続いていたと推察されるが、そ

の石材は現在古墳南西部に置いてある。石室に使用

している石材は全体的に巨石である。

玄室は現状で長さ約4.6m、 幅1.8m、 高さ約2.Om

を測る。平面形は長方形で胴張り等は認められない。

玄室の石積は長さ 1～ 1.8m、 幅0.8～ 1.5mの 巨石を

多用する。両側壁とも玄門の袖石まで 3石を配する。

袖石高は約16mを測るが、袖石の上端にレベルを

合わせるように基本的にはこの高さまで 2石を積ん

でいる。多 くの石材は横長に積んでいるが、一部縦

長に積んだ石 も見受けられる。 2石を積んださらに

上位は長さ15～ 20cm、 高さ10cm以下の小礫、中礫を

積み、その上に天丼石をかける。従ってこれらの小・

中礫は天丼石の高さを調整するための礫であり、従っ

て玄門部の天丼石の下面と玄室の天丼石の下面の高

低差は15～20cmと 小さいのが特徴である。天丼石は

長さ40～ 70cmの 巨石が 2石架けている。古い記録で

は3石が懸けられていたようで、現在奥壁部にある

巨石がかつての最奥の天丼石である。石材間は側面

の石積、天丼石 ともに20cm程度の塊石の充填が顕著

に認められる。石積のもち送りは東側壁では全 く見

られず、垂直に積まれている。一方、西側壁は基底

石から傾斜 し東側との差は歴然としている。両側壁

で傾斜を意図的に変えた可能性もあろうが、上圧等

で二次的に変動 したのであろう。玄室基底石の標高

◇
 75

蓑神塚古墳

は約51.2m、 天丼石下面の標高は53.2mで ぁる。

玄門は幅約1.2cmを 測る。玄門の袖石は玄室か ら

は内側に約30cm、 羨道からは10～ 20cm張 り出してい

る。西壁は幅50cmの 長方形の石材を縦に置き、東壁

は下端80cm、 上端20cmの上位にすばまった石材を縦

に置いている。袖石の水平断面は整った方形ではな

く、若干側壁に向ってすばまる。その分玄室の石積

との間に隙間ができるが、その隙間は塊石を十分に

充填 している。

玄門部の天丼石は 1石で玄室、羨道の天丼石から

は15～ 20cm低 くなっている。

羨道は現状長約3.9m、 幅1.5m、 高さ約1.9mを 測

る。高さ、幅において玄室との法量差は小さい。天

井石は現状で 3石架けられているが、南端は崩落 し

斜めになっている。石積は玄室の石材より小さく長

さ50cmの 石材を多用する。羨道床面のほとんどは堆

積上で南にかけて厚 く堆積 しているため床面の状況

は十分に観察できないが現状から推察するに羨道部

は天丼石までに4～ 5石を石積 している。側壁の基

底石は観察できないが、基底石は比較的大型の石材

を使用 している。羨道の石積間は玄室と同様に小塊

礫を充填 しており、天丼石間の間隙にも充填は顕著

に認められる。

石材は全て花南岩である。

平成14年の調査では玄室床面と羨道床面の一部の

検出を行なった。結果として玄室から羨道にかけて

拳大の川原石が礫床として広 く確認できた。また、

玄門には横1.2、 奥行約35cm、 高さ20cm以 上の仕切

り石が玄門幅いっぱいに玄門中央に設置されている。

床面からの出土遺物の多くが近世以降の陶磁器、

0            5cm

0                10cm
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瓦等であるが、少数古墳時代の遺物も確認できた。

須恵器、ガラス玉、鉄製品が出土し、やや時期が下っ

て古代の土師器皿がある。

73～ 76は鉄釘である。断面は方形を呈する。77～

79は ガラス玉である。77は径7.8mm、 孔径2.5mmを 測

る。78・ 79は上下端が欠損 しており、形態もいびつ

で、79は胴部にえぐりが見 られる。

80は玄室から出上 した須恵器装飾器台の子杯であ

る。日径約7.8cm、 器高約3.8cmを 測る。外面は局所

的に自然釉が付着 して黒色を呈する。外面底付近に

ヘラ削り調整が見える。81は羨道から出土 した。須

恵器甕の可能性が強い。口縁端部はナデによってや

や凹み、端部は上方に若干摘み上げている。外面は

カキロ調整の後、縦方向に直線の文様を施している。

直線の長さは約 3 cmで ある。82は須恵器甕の体部で

外面タタキの後にカキロ調整、内面は青海波の当具

痕が残る。83は古代の土師器杯である。口径13.5cm、

底径 10。 lc皿、器高2.5cmを 測る。底面外面に回転ヘ

ラ切 りが見られる。

第 5章 調査の成果

第 1節  トレンチ設定地点

調査は古墳の南側で現在畑になっている箇所を対

象とした。この地点は標高52.8mの 平地で北側の古

墳との間に区画はなく、墳丘からそのまま平地に至

る。墳頂部は標高約54mを測ることから約 lmの比

高差がある。この区画はかつて宅地であった。東側

は約 lm下位に道路が南北に走り、西側は山の傾斜

面が削られ崖状になっている。この区画は本来山の

傾斜面であったのをテラス状に削 り出したと考えら

れる。

今回の調査では古墳の規模の把握を主たる目的と

し、 トレンチは石室前庭部の想定箇所に東西方向に

設定 した。最初横穴式石室の前庭部の想定される箇

所に幅1.5m、 長さ3mで設定 したが、 トレンチ西

端において石積が検出されに至り、南側に トレンチ

を拡張 して石積の南端を確認 した。また、石積付近

は墳丘状の高まりを呈 しており、墳丘の広がりを確

認するため、さらに西側に長さ 3m、 幅約 2mで拡

張 した。

第 2節  トレンチ調査の成果

(1)古墳上位の堆積状況 。近世石列の様子

地表面から10～ 15cm下で山の崖面に自然堆積 して

いるのと同様の礫を含んだ浅黄色土が一面に見られ、

上面で砂糖竃など近世以降の遺構を確認 した。上面

の標高は52.5～ 52.6mで ゃゃ西側が高いもののほぼ

水平である。浅黄色土は約60cm堆積 しており、人為

的に入れられた土と理解する。

浅黄色土を取 り除くと黄褐色上が確認でき、標高

52.5～ 52.8mで 東西方向の石列を確認 した。石列は

長さ30～40cmの 花南岩を主とする。 トレンチ内に 4

m間に約16石が見 られ若干西にかけて高い傾向があ

る。 トレンチ内で石列は東西ともに途切れている。

石列の両端に傾斜変換や堆積層の変化は見られず、

後世に抜き取 られた可能性も考えられる。石列を挟

んだ南北も地形や土層の変化はなく、区画のために

設けられた石列の可能性が推察される。なお、石列

の南側では焼上が 2ケ 所で見られ、また、局所的に

5～20cmの 礫の集中地点があるが、性格は不明であ

る。

石列東端から4石 目は五輪塔火輪の転用であり、

形態、法量から16世紀が想定される。また、石列を

設置しているベースや石列周囲の堆積土は羽釜片、

近世陶器 。陶磁器、土師器足釜の脚部等が出上 して

おり、石列の年代は近世が想定される。

(2)古墳前庭部の破壊状況

石列から15～ 30cm土を除去すると黒褐色土が トレ

ンチ東半において西から東に傾斜 して確認された。

黒褐色土内からは長さ20～50cmの 花南岩を主とす

る礫が10石以上散乱 している。出土遺物は土師質土

器片が多く、中に弥生土器片やサヌカイ トの承1片が

確認でき、周囲に弥生時代の遺跡が推察される。一

方、括鉢片、鍋片など中世以降の遺物も多 く、近世

陶磁器もある。以上から近世初頭に古墳の前庭部の

上位石積を崩 し整地 し、石列を設置したと考えられ

る。なお、遺物は他に布目瓦 1点や須恵器片が確認

できる。

(3)古墳前庭部・ 石積の様子

トレンチ東半では黒褐色上の30～ 40cm下で地山が

確認できた。また、 トレンチ中央付近及び トレンチ

西端には南北に伸びる石積を確認 した。石材は全て

花南岩である。

トレンチ中央付近の石積は北端で 3段、南、中央

で 2段認められる。基底石は標高51.25mを 測 り、

ほぼ水平である。南端は長さ約55cm、 高さ約15cmの

トレンチ内では大きな礫を石室入口に直行 して横長

に配 している。また、南端の礫の南側は地山が若干
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蓑神塚古墳

立ち上がり石材の崩落を防ぐ意図が見 られるなど、

各所に石積南端とする意図が伺える。

トレンチ内で確認 した石積はトレンチ北壁までの

約 lm間であるが、北壁付近で一部露出した石材が

あり、石積は横穴式石室に向って続いている。

石積の下や西側にはにぶい褐色を呈する裏込め土

が認められ、幅は南端の石積で約10cmで ある。

石積の下場は3～ 4 cmの厚さで置土が見 られ、そ

の下部に標高約51.2mの 地山ラインが確認できる。

裏込め土中は裏込め石は見 られない。なお、土器片

を 2点確認 したが幅2.5 cm程度の小片で時期は不分

明であるが、 2点ともに器壁内は焼成不良で黒褐色

を呈する。

石積の東は石積から約80cmま で地山が約15cm緩や

かに傾斜 して下り、さらに東は2～ 3 cm立 ち上がっ

て以東は約140cm東まで平坦地である。 この地点は

北に行 くと横穴式石室内に至ることから、石室内に

至る通路といえる。ただし、石積から東に約80cm緩

やかに傾斜 してから平坦地となるような構造は例が

なく、床面は後世の改変の可能性がある。

トレンチ東端は西側と向かい合うように石列が南

北に見 られる。基底石下面の標高はトレンチ中央の

石積の基底石よりも約15 cm下 位の標高約51.05mで

ある。石材は東半が トレンチ外となり具体的な状況

は不明であるが、観察できる範囲では石列の上に石

積は見 られず、 トレンチ東壁からピンポールを刺 し

ても石材の存在は確認できない。また、 トレンチ北

と南にはピンポールによって石列の続きが確認でき、

トレンブ束端は現状で石列が南北に続 くことが指摘

できる。 トレンチ中央の石積との距離 は約2.2mで

ある。石積の石列の基底石の比高差が約15cmも ある

ことから、 トレンチ東端の石列は北側の横穴式石室

東壁の延長上には位置するものの、古墳築造時の施

設の可能性は低い。

84

(4)墳丘の様子

石積から西は墳丘状の高まりを検出し、墳丘裾が

円を描いて トレンチ北壁に入 り込んでいる。現状で

確認された墳丘は断ち割 りを入れていないものの、

表面観察からは地山の可能性が高 く盛土は見られな

い。墳丘は基底部が平面的に円を描 くが、 トレンチ

北壁の西側で観察される墳丘上面は東にかけて傾斜

して下 っている。確認 される墳丘の最高点が標高

51.9m、 石積南端付近では標高514mを測る。地山

上には近世以降の堆積上が見られることから墳丘は

後世の改変を受けていると考えられる。

墳丘裾は標高約51.5mを 測り、 トレンチ中央の石

積の基底石よりも約25cm高い。墳丘裾の外側は幅約

60cmの 平坦地となり、さらに外側は再び外方に立ち

上がりが見られることから、古墳の周溝と考えられ

る。周溝幅は約1.5m、 現状の深さは最大で約30cm

である。

周溝には黄橙色上の堆積が見 られるが、墓道 (前庭

部)付近は近世の堆積層が周溝の堆積土を切ってい

る。この地点から墓道にかけては周溝の床面が傾斜

しているため後世の改変が想定され、本来周溝底は

標高約51.5mで 水平と推察する。なお、周溝外側の

肩の状況は周溝外肩の立ち上がりは見られるが、一

方で西から東への地山の傾斜も確認でき、攪乱と思

われるが詳細は不明である。

トレンチ中央の石積の南はトレンチ内の80cm間に

おいて石積から南に延長 したラインを西の起点とし

て東にかけて緩やかに傾斜 しており、墓道の可能性

もあった。ただとン、べ~ス直上の堆積土から中近世

の遺物が確認されていることから、石積の東側と同

様に後世に改変された可能性が強い。

墳丘ラインから想定される墳丘は径約16mの円墳

に復元でき、幅約1.5mの 周溝が巡る。ただし、正

円形で復元 した場合、墳丘北端と石室奥壁との距離

は狭 く、本来墳丘は正円でない可育を陛もある。

トレンチ内出土遺物 (1/3)
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第 3節 出土遺物の検討

トレンチ調査では近世以降の遺物が主であったが、

古墳時代の遺物も若干ではあるが出上 した。84は須

恵器杯身の口縁部である。地山上層の黒褐色土から

出土 した。立ち上がりが小さい。85は長頚壷の胴部

から頚部付近である。近世の石列の下層で出土した。

内外面に回転ナデが見 られるが頚部との接合付近は

粘土を貼り付けて接合 した様子が伺える。86も近世

の石列の下層で出土 した。須恵器甕の胴部である。

外面に叩きとカキロ、内面に当具痕が見 られる。87

は地山直上の黒色土から出土 した。装飾須恵器の脚

部付近と思われる。内面は当具痕がみられ、下端に

は接合の剥離面が見 られる。外面は上位にタタキが

みられ下端は脚部との接合面で凸状にして脚部が接

合 しやすいように工夫されている。この接合面の上

の外面下位には接合のために貼 り付けた粘土が観察

できる。88は弥生土器である。調査では弥生土器の

小片やサヌカイ トが比較的多 く見 られ、付近に弥生

時代の遺跡の存在が伺える。

第 4節 砂糖寵の調査

今回設定 した蓑神塚古墳前庭部の トレンチでは表

土除去時に砂糖竃を検出した。当初は砂糖竃を残 し

てその東側を掘削 し古墳の状況を確認 していたが、

前庭部の石積を検出し墳丘の広がりを確認すること

が必要となった。そこで砂糖竃の一部を掘削せざる

を得ない状況になり、砂糖竃の部分調査を実施 した。

砂糖竃は蓑神塚古墳の南の平地の北西部、標高約

52.65mで 検出した。 円形の竃部に隅丸方形の作業

場が付 く平面形態である。

砂糖竃は電を 2つ並列させ、焚き口部からそのま

ま作業場へと繋がる構造である。作業場から向って

右を右竃、左を左竃とする。調査では古墳前庭部に

設定 した トレンチ】ヒ壁が右壁のほぼ中軸ラインを通

ることから、左竃は全掘、右竃は南半分を掘削した。

竃の平面形態は円形をなし、両竃ともに直径約9.5

m、 深さ約30cmを測る。竃部は全体的に比熱によっ

て橙色化 しているが内部に近い箇所では黄橙色をな

す。この黄橙色 した部分 も円形に巡 り竃の内側は壁

面となっている。ただ、ほとんどの壁面は竃内に崩

落 しており、残存するのは両竃ともに仕事場から見

て奥側のみであった。

竃内は最奥が曲線的な平面形で、壁面はそのまま

床面に至っているが、側面は直線的で全体的に長方

形の平面形が復元される。木面は硬化が顕著で硬化

範囲からも長方形状の形態が伺える。左竃は幅30cm、

蓑神塚古墳

長さ約63cmで ある。仕事場と竃の境には焚口の掘 り

込みがあるが、その手前は硬化 していない水平面が

約10cnlみ られ、それを含めると竃部の床面の長さは

約73cmで ある。 この長方形の長辺は仕事場のライン

に平行ではなく、若干砂糖竃の中軸ラインに向って

ずれている。右竃は北側が未掘削のため幅は不明で

あるが、長さは焚国の落ち込みの手前に長方形の石

材が設置されており、奥壁からは石材の奥壁側まで

で約72cm、 石材を含めると約90cmを測る。内面の壁

面は、奥壁は竃上端の円形ラインに沿 うように曲線

であるが、側壁はレンガ状に焼成されたブロックや

石材が使用されている。

左竃では仕事場から見て右壁がレンガ状のブロッ

ク片、左壁が石材を使用 している。右壁のブロック

片は長さ約16cm、 高さ16cm、 奥行約 6 cmを 測る。奥

壁、床面は粘上の中にブロックを入れ込んだ状態に

ある。左壁は長さ13cm以上、高さ約18cm、 奥行約 8

cmを測り、右側面と同様に奥壁の粘土、床面内に石

材が入れ込まれている。床面から左側面の石材は約

14cm露出しており、床面には 4 cm入 り込んでいる。

石材は内側に平 らな面を向け、外側は凹凸が著しい。

石材の上面は粘土によってさらに壁を高くしている。

右壁 もブロック上面は竃高の中位になることから、

本来内面は円形の壁と長方形の壁の 2段構造になっ

ている可能性がある。

右竃でも奥壁に向って左壁にブロックが 1点残存

している。また、埋土中からブロック片 1点が採集

されている。左壁のブロックは長さ約18cm、 高さ11

cm以上、奥行約8.5mを 測る。上面 は平坦になって

いない。埋土中から出土 したブロックは長さ 8 cm以

上、高さ約9.5cm、 奥行約 5 cmを測る。調査で確認

されたブロックは法量に統一が見 られない。

硬化 した床面は両側面から中央に向ってわずかに

凹む。床面上には厚さ約 l cmで炭が堆積 していた。

竃内には破壊された土壁がブロック状に堆積 して

いる。土壁は 2 cm程度の長石を多量に含むがスサの

混入は認められない。壁面は丁寧に平滑に仕上げら

れており、壁面に煤の付着 したものもある。また、

複数に上端面をもつ壁面があるが、上端の平面形は

若干曲線をもつことから土壁は円形であったと考え

られる。

竃と作業場の間には焚口がある。左竃では東西長

約40cm、 南北長20cmの 楕円形で深さ約10cmを 測る。

焚国の手前には敷石が 3石見 られる。焚口に接 して

花南岩 2石 を並列 して敷 き、その南に角礫凝灰岩

(豊島石)を 1石敷 く。角礫凝灰岩は表面に細線の
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工具痕が顕者に認められる。また、焚日の両端にも

幅10～ 20cmの凹みがあり、礫を敷いていた可能性が

ある。焚口には炭化物が厚 く堆積 しているが、赤色

化はしておらず、被熱の形跡は認められない。

右竃は南】ヒ長が不明であるが、東西長約30cm、 深さ

約10cmを 測る。焚口には左竃と同様に炭化物が厚 く

堆積はしているが、赤色化せず被熱の形跡は認めら

れない。掘削 した範囲では左竃のような敷石は見ら

れない。なお、両竃の境に長さ約35cm、 幅20cmの 礫

が見られるが、用途は不明である。

仕事場 は東西約 1.4m、 南北約1,75mの 隅丸方形

である。東端から竃部に向けて全体的に緩やかに傾

斜 しており、現状の仕事場東端と焚口敷石上位にお

いて比高差約18cmを 測る。仕事場には全面に厚さ 1

cmで炭が堆積 していた。仕事場の南東部でレンガ状

の焼物片が 1点見られる。幅約9.5 cm、 厚さ 4 cm以

上を測る。長さは 5 cm以上である。この焼物は竃内

部のレンガ状のブロックに似るが胎土に雲母が多 く

長石は顕者でない。比較的きめの細かな胎上で竃内

のものとは異なるが用途等は不明である。また、こ

の焼物に隣接 して破砕 した花南岩片がある。砂糖寵

はほぼ東西方向に作 られ、西が奥側となる。また、

竃の周辺では覆屋等の柱穴や、砂糖絞小屋等、他の

施設は確認 していない。

出土遺物は瓦質の上瓶が見 られる。

第 6章 まとめ

第 1節 妻神塚古墳墳丘の推定復元

石室の現状とトレンチ調査から衰神塚古墳の墳丘

復元を行なう。まず、 トレンチ調査で確認された石

積と石室との関係であるが、両者を平面上で確認す

ると石積は石室の羨道部の延長上に位置 し、若干開

き気味に南に伸びている。 トレンチ東端の石列 もや

や東によってはいるが違和感はない。次に基底石の

標高は石室内が約51.2mに対 して トレンチ内の石積

が51.2～ 51.3mで両者はほぼ水平になっている。一

方、 トレンチ東端の石列は約15cm下位の標高約51,05

mであり、後世に設置された可能性が強い。

使用石材の大 きさはトレンチ内の石積で長さ20～30

cmに対 して石室は50cm以上で圧倒的に石室内の方が

巨石を用いており、違いが見られる。石積と同規模

の礫は天丼直下の高さを調節 した石や巨石間に充填

した石に見 られる。こうした相違点はトレンチ内の

石積が石室開口部であり、前庭部として石積方法や

蓑神塚古墳

使用石材を変えている可能性がある。

以上の点からトレンチ内の石積は横穴式石室の開

口部付近の前庭部になる可能性が指摘できる。

一方、 トレンチ東端に南北に伸びる石列は位置的に

は問題はないが、標高51.05mで石室や石積の基底

石よりも15cm低 いこと、 トレンチ内の石積間の構造

が石積から石列にむかって幅40omま で傾斜して降り、

そこから東の石列までの1.8mが平坦地を呈する特

異な構造をしている。こうした構造は一般的な横穴

式石室には見られないものである。 この床面上に堆

積 している土層は中世土器片を含むことからこれら

の構造が古墳築造時から後に改変されたものと推定

し、石列に関しても後世に設置された可能性を考え

る。

以上の検討からトレンチ内の石積を横穴式石室の

前庭部と考えるならば、その西に見 られる墳丘状の

高まりは古墳の墳丘といえる。墳丘裾部のラインか

ら径16mの円墳が復元される。ただし、この場合奥

壁と北側墳丘裾部の距離は約 2mと非常に近 く、墳

丘傾斜は急である。以上から本来の墳形は正円では

なかった可能性も想定しておきたい。墳丘裾から外

側は平坦地となり、そこから外側にかけて地山が立

ち上がっていたことから、古墳を巡る周溝と判断で

きる。周溝幅は墳丘裾から約 lmで、周溝を含めた

古墳の規模は径18mになる。なお、周溝底は標高約

515mを測り、 トレンチ中央の石積や石室内の基底

石よりも約30cm高い。

第 2節 古墳の時期について

遺物の絶対数は少ないものの、横穴式石室床面の

調査では鉄釘、ガラス玉、子持装飾器台の子杯が、

今年度の トレンチ調査では杯身、長頚壷、装飾器台

の脚部接合付近が出土 している。杯の立ち上がりが

低いこと、遺物に鉄釘を伴うことから、 7世紀前半

の時期が指摘できる。

第 3節 蓑神塚古墳と周辺の後期古墳

最後に衰神塚古墳の歴史的意義を検討する。蓑神

塚古墳周辺は古 くから開口した横穴式石室が多 く

『讃岐国名勝図会』(1853年 頃)の「門入……仏の穴

とい応ゝ地名あり……塚穴所々に多 し」や『新撰讃岐

国風土記』 (明治中期頃)の「門入の所々に在。穴

居の跡なり」という記載からも古墳の多さを伺うこ

とができる。そこでまず蓑神塚古墳周辺で指摘され

ている後期古墳の様子をまとめる。
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家屋

0          3m

中尾古墳

古墳は北に派生 した丘陵の先端に位置する。東は

1.6km先の大川町の一 ノ瀬古墳群までほとんど古墳

の存在が知られておらず、蓑神塚周辺の古墳群の中

では東端となる。

これまでの中尾古墳に関する記載は『明治34年 10

月石田村野外教授之禁全』に「中尾に行きますと古

第40図  墳 丘 復 元 図 (1/100)

代の塚がありまして土器の色々の形をしたものが出

ます。昨年 (明治33年)に師範学校のK先生が10日

間もほりて色々のものを取り出しました。」とある。

昭和 6年 (1931)の有馬清平『石田村誌』には中尾

古墳の紹介があり、『 この地亦開墾せ られて現存せ

るものなしと雖、一個は最近まで完全にありて玄室

は余程大なりきといふ』とあり、昭和初期頃まで完
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存の横穴式石室が開口していたこと、大型の石室で

あることが指摘されている。

昭和57年 (1982)土地改良整備事業に伴い発掘調

査が実施 し、径20m以上の大規模な墳丘が想定され

た。

埋葬施設は南向きの両袖式横穴式石室で蓋石、側

壁上半分を欠失 している。石室は全長10m以上、玄

室長約5.2m、 幅2,4～ 3m、 高さ1.9m以上、羨道長

4.8m以上、幅約1.9m、 高さ1.2m以上である。側壁

は高さ 1～ 1.5m、 幅 lm前後の巨石を縦において

いる。

出土遺物はガラス玉37、 鉄刀片、須恵器杯蓋 7、

杯身 5、 高杯 7、 蓋付高杯 2、 高杯蓋 4、 長頚壷 1

が出上 し6世紀末から7世紀前半の時期が指摘でき

る。

昭和60年 (1985)、 古瀬清秀氏は『寒川町史』 に

おいて単独に近い形で築造され、 しかも大規模な墳

丘と石室をもっていることから、地域的首長と捉え、

7世紀後半に創建される極楽寺廃寺を生み出す母胎

となったことを指摘 している。

相ノ山古墳群

極楽寺廃寺の東側丘陵上にあった古墳群である。

丘陵端部近 くに10基近い古墳があったのが、開墾に

よって破壊され、昭和44年当時で現存するのはわず

か 2基であった。古墳群の 1基 は明治32年 (1899)、

黒田安雄氏の『讃岐史要』に写真が掲載されている。

写真の説明で「大川郡石田村に在 り。此の石窟付近

には数十 ケ所に石窟若は古墳の遺跡あり」とある。

黒田氏の発掘では勾玉、管玉、土器等が数多 く出土

したという。

昭和44年 (1969)、 農業構造改善事業によって丘

陵が削平されることとなり、残る2基の古墳が調査

された。

1号墳は丘陵突端近 くに築造されており、横穴式

石室が一部露出していた。築造当初の墳丘規模は径

約10m、 高さ3mに推測されている。

横穴式石室は西向きに開口され現存長約 5m、 玄

室現在長約2.8m、 幅約1.7m、 羨道長2.2m、 幅 0。 98

m、 高さは不明である。出土遺物に馬具、鍍金 した

鉄製品、須恵器提瓶、皿状鉄製品があり、 6世紀末

から7世紀に築造された古墳である。

2号墳は火葬場の東側丘陵上にあり、横穴式石室

の床面を残すのみであった。石室は西向きに構築さ

れ 1号墳と規模、形態で近似する。

出土遺物はガラス玉27、 銀製耳環、鉄刀 (鍔有り)、

衰神塚古墳

須恵器杯、高杯などがある。 6世紀末から7世紀に

築造された古墳である。

極楽寺古墳群

『石田村誌』(1931)に は現存する古墳 3基、破

壊された古墳10基以上あると指摘されており、勾玉、

管玉、土器の出土を伝えている。また、丘陵上に水

瓶さんと称する小社があり、その後方に天丼石の露

出した未発掘の古墳があるとしている。古瀬清秀氏

の『寒川町史』(1985)に はかつて10基近い古墳で

構成されていたが古墳のほとんどが消滅 し、完存す

るものは一基 もないとしている。昭和85年 (1960)、

丘陵上てば 6世紀末から7世紀の須恵器杯、高杯、

小型台付き壷、平瓶が出上 したが古墳については不

明という。

極楽寺地区の藤井家には丘陵開墾前からの極楽寺

古墳群資料が収集されており、 6世紀末から7世紀

の遺物が指摘されている。が、中に 6世紀初頭の須

恵器があり (『寒川町史』に記載)、 古墳群の開始期

は検討を要する。

蓑神東古墳群

蓑神古墳群と谷を挟んで東の丘陵上に位置する。

『石田村誌』では丘陵端に西南を向った 2基の古墳

があるが、破壊されていると紹介 している。『寒川

町史』ではこれを北から蓑神東 1号墳、 2号墳と呼

称 し、また、 2号墳の東にある山複傾斜面の古墳を

蓑神 3号墳としている。

蓑神東 1号墳は径約 7m、 高さ約1.5mの 円墳で

西南に開回する全長約4.5mの横穴式石室を有する。

石室は石材が抜き取 られている。出土遺物は鉄刀、

須恵器が伝えられているが詳細は不明である。

平成14年 (2002)、 この丘陵を横切 る大川南部農

免道路整備に伴い 2号・ 3号墳が発掘調査された。

報告書では2号墳を蓑神 5号墳、 3号墳を蓑神 6号

墳と呼称 している。

衰神東 2号墳 (衰神 5号墳)は長径14m、 短径

12.6mの 楕円形の墳丘で、南側に周溝を検出 してい

る。横穴式石室は天丼石を失い、西に開口していた。

石室全長約4.17m、 玄室長約267m、 幅約1.55m、

羨道長15m、 幅1.06mを 測る。 出土遺物は須恵器

杯蓋 6、 杯身 9、 高杯、壷、鉄鏃21、 鉄刀子、耳環

6、 勾玉 2、 切子玉 4、 算盤玉 2、 棗玉 2、 小玉295

がある。また、人骨から3体の埋葬が確認されてい

る。時期は6世紀末～ 7世紀である。

蓑神東 3号墳 (蓑神 6号墳)は丘陵東斜面に位置
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写真8 明治32年の讃岐史要に

掲載された相ノ山古墳

第41図  蓑神塚古墳周辺の後期古墳 (1/10,000)

写真 9 昭和 6年の石田村誌

に掲載 された妻神塚

古墳

写真10 大正時代頃の

石田地区の横穴

式石室
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する。墳丘は土取 りによって大きく損壊 し、石室は

露出した状態であった。墳丘は径約 6mに推定され

ている。横穴式石室は右片袖式で南東側に開口する。

石室全長2.21m以上、玄室長1.36m以上、幅1.08m、

羨道長lm、 幅0.7mを 測る。出土遺物は過去の土取

りで須恵器蓋杯 1、 台付聰 1、 蓋付短頚壷 1、 調査

で鉄鏃 1、 須恵器甕片が出上 している。時期は6世

紀末である。

なお、『石田村誌』ではさらに南方の山にも古墳

が数基あり、明治年間に古鏡、ガラス玉を出上 した

と伝える。現在遺跡台帳には蓑神 4号墳から12号墳

までの 9基の古墳が記載されている。

蓑神古墳群

大正11年 (1922)、 大内霊谷氏の『石田村古蹟考』

には開回する横穴式石室が 2基あると紹介されてい

る。 1基は蓑神塚古墳でもうと基は大蓑彦神社の北

方山上にあると指摘 している。尾根上の「小山」と

よぶ小さな高まりの頂部に径 7mの 円墳があり、横

穴式石室が東に開回していた。石室は大人が腰を曲

げないと入れない小規模なもので玄室長、幅は約1.2

m、 高さ約1.3mを 測る。

この古墳の周辺には破壊された同タイプのものが多

数あり、玉類、金環、銀環が採集できると紹介され

ている。『寒川町史』によるとその内の最 も北端に

あった 1基は山裾を「 LJ字形に切 り取 り、西南に

開口する横穴式石室を築いていたという。玄室の全

長約 3m、 幅約1.5m、 高さ約 lmで羨道はほとん

ど壊されていた。床面の礫敷きの上面から金環、玉

類、鉄鏃、須恵器、土師器が出上 し、時期は6世紀

末である。

現在、蓑神塚古墳の南30mの山腹傾斜面に花南岩

の露出が見 られ、横穴式石室の一部と考えられてい

る。また、大蓑彦神社の裏の古墳は蓑神 3号墳と呼

称されているが、時期的に後期古墳より古 くなるこ

とが指摘されている。

『石田村誌』には3基の横穴式石室が開口してい

たと記載されている。

なお、 この地域を撮影 した大正期頃の絵葉書が伝

わっており、この中に横穴式石室が見 られ、蓑神古

墳群の可能性があるがどの古墳であるかは今後の課

題である。

森広天神山古墳

森広天神社境内にある径約15m、 高さ約 3mの 円

墳である。埋葬施設は不明であるが、墳丘西側傾斜

蓑神塚古墳

面に大石が露出しており、横穴式石室の可能性が指

摘されている。古瀬清秀氏は『寒川町史』において

「森広天神山古墳が後期に属するのであれば、中尾

古墳と同様に群集墳から独立 して営まれた古墳とし

て注目される。」としている。

野崎古墳

昭和40年 (1965)頃、土取作業中に横穴式石室と

考えられる石積が発見された。横穴式石室は玄室長

2.5m以上、玄室幅 1～ 1.2mで 東に開口していたと

推測される。羨道は完全に消失 している。出土遺物

は須恵器杯、長頚壷、提瓶、脚付椀があり、 6世紀

末が指摘できる。現在のところ、この丘陵上では単

独で立地 している。ここから西にかけては500m西

南の大末古墳群まで横穴式石室はなく、後期古墳は

希薄になる。よって野崎古墳周辺が後期古墳の群集

する地域の東限と推測される。

以上周辺の後期古墳の分布か らは東西 1.2km、 南

北800m間に後期古墳は群集 している。時期的には

6世紀末から7世紀前半が多 く、長尾大石地区や緑

ケ丘地区のように 7世紀後半の遺物を含む古墳は確

認できない。比較的短期間にこの地域にたくさんの

古墳が造営された様子が想定される。この地域では

7世紀後半の創建が指摘されている極楽寺廃寺や延

喜式内社の大蓑彦神社があり、新 しい文化風習をい

ち早 く取り入れた先進地であったと推測される。長

尾大石地区や緑 ケ丘地区との横穴式石室使用時期の

差異、そして、群集墳の広域な広がりはこうした地

域的特徴を示 している可能性がある。

また、当地域の群集墳は先学によって巨石の横穴

式石室と小型の横穴式石室など石室規模に違いのあ

ることが指摘されてきた。大内霊谷氏は「此地には

横穴式石椰造の円形墳大小 2個」あるとし、 1つ は

あまりにも小型であるため本来竪穴式石室であった

と推測している。古瀬清秀氏 も蓑神東 3号墳につい

て「規模からみて、横穴式石室より竪穴式石室の可

能性が考えられる。古墳時代後期も末近 くなると、

横穴式石室の構築手法にわる竪穴式石室が出現する。

これは横穴式石室に代表される家族墓としての古墳

の在り方に、 1つ の変化が生 じたことを示す例とし

て注目される。」と当地域の横穴式石室の小規模な

点に注目している。

阿河鋭二氏は蓑神東 2号墳 (蓑神 5号墳)と蓑神

東 3号墳 (蓑神 6号墳)において古墳立地と石室規

模に差異を指摘し、同丘陵上に複数の造墓主体があっ
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たとし、蓑神東 2号墳 (蓑神 5号墳)が馬具、鉄刀

が見られないことから、通有の横穴式石室墳の中で

は低位の家父長層とし、 6号墳はさらに下位の階層

としている。

さて、蓑神塚古墳は石室規模、使用 している石材

からみればこの地域で大型の部類に入る。当地域で

玄室長が 4mを越すのは中尾古墳と蓑神塚古墳のみ

で、多 くは3m未満である。石材も中尾古墳ととも

に巨石が用いられており、小型石材の多い中で際立っ

た存在といえる。中尾古墳は単独に築造され、 しか

も大規模な墳丘と石室をもっていることから、地域

的首長と捉え、 7世紀後半に創建される極楽寺廃寺

を生み出す母胎となったと評価されているが、蓑神

塚古墳も同様の指摘が可能であろう。ただ、中尾古

墳と比較 した場合、使用されている石材 こそ類似 し

ているが、墳丘と石室の規模では明らかな差異が見

られる。つまり、蓑神塚古墳は中尾古墳と同様の地

域的所長としての位置づけはなされても、中尾古墳

との関係において格差が認められるのである。立地

をみると単独で存在する中尾古墳と群集墳の中にあ

る蓑神塚古墳の差異は注意する必要がある。また、

石室構造は基底石の巨石を縦に設置する中尾古墳と

横方向を主とする衰神塚古墳では差異が見 られ、今

後、こうした差異がどう歴史的に解釈可能か検討を

深化させる必要があろう。現段階では玄室 3m未満

で小礫を使用した石室が圧倒的な当地域の群集墳に

おいて蓑神塚古墳は中尾古墳とともに傑出した大型

墳であることを指摘 したい。古墳の南には延喜式内

社の人蓑彦神社がある。人蓑彦神社の創建は検討す

る余地があるが、古代においてこうした宗教施設を

創建 した集団の母胎であった可能性が考えられる。
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トレンチ4 下段葺石検出状況
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